
日
本
経
済
の
成
長
力
を
あ
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て

安

部

一

成

、

は
　
　
し
　
　
が
　
　
き

　
明
治
以
来
の
日
本
資
本
主
義
の
経
済
成
長
率
が
、
国
際
的
な
基
準
か
ら
す
れ
ば
著
し
く
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
歴
史
的
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ノ

実
で

あ
る
し
、
さ
ら
に
高
い
成
長
率
の
実
現
を
可
能
な
ら
し
め
た
日
本
資
本
主
義
独
特
の
運
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
色
女
の
角
度

か

ら
の
解
明
が
な
さ
れ
て
ぎ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
再
び
日
本
経
済
の
高
い
成
長
率
が
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昨

年
十

月
に
発
表
さ
れ
た
「
国
民
所
得
倍
増
長
期
計
画
の
基
本
構
想
」
が
、
今
後
十
ヶ
年
間
に
経
済
規
模
を
倍
増
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

か
か
げ
、
平
均
経
済
成
長
率
を
七
・
二
％
と
設
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
計
画
ー
勿
論
、
こ
の
「
倍
増
計
画
」
が
、
真
の
意
味
に
お
け
る

「
計
画
」
の
名
に
値
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
ー
が
、
こ
こ
数
年
閤
に
お
け
る
日
本
経
済
の
高
度
な
拡

張
率
に

よ
っ
て
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
否
定
で
ぎ
な
い
。

　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
論
争
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
下
村
治
氏
に
よ
る
問
題

提
起
で

あ
っ
た
。
下
村
氏
は
氏
独
自
の
ヴ
イ
ジ
ョ
γ
と
現
在
の
支
配
的
な
経
済
成
長
理
論
と
を
も
っ
て
、
日
本
経
済
の
成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム

を

分
析

し
た
上
で
、
現
段
階
の
日
本
経
済
は
高
い
比
率
で
の
経
済
成
長
率
を
達
成
し
う
る
潜
在
的
な
能
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
明
き
ら

か
に

し
、
そ
の
能
力
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
積
極
的
な
金
融
・
財
政
政
策
が
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
九
三
）



　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
九
四
）
　
　
　
　
　
，

　
私
は
特
に

こ
の
「
下
村
理
論
」
を
か
た
ち
つ
く
っ
て
い
る
基
礎
的
な
成
長
理
論
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
日
本
経
済
の
成
長
力
、
さ
ら

に

は
、
成
長
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
多
方
面
か
ら
の
事
実
に
即
し
た
分
析
が
綜
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
私
は
、
そ
の
た
め
に
も
、
経
済
成
長
に
関
す
る
基
礎
理
論
と
の
関
連
に
お
い
て
、
下
村
氏
に

よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
多
く
の
人
女
が
こ
れ
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
の
「
成
長
力
論
争
」
の
中
心
点
な
論
点
を
整
理
し
な
が
ら
、
日
本
経
済
を

分
析
す

る
に
あ
た
っ
て
の
若
干
の
核
心
的
な
視
角
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
な
に
よ
り
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
小
論

は
、
こ
の
よ
う
な
目
的
を
果
す
た
め
の
第
日
歩
と
し
て
準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

1

若
干
の
事
実
の
例
示

　
以
下
の

議
論
に
必
要
な
限
り
で
、
若
干
の
事
実
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

（
1
）
第
一
図
は
、
昭
和
五
年
以
後
の
実
質
国
民
所
得
推
計
値
に
も
と
つ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
十
七
年
～
二
十
年
に
至

る
期
間
は
戦
争
と
い
う
特
殊
な
事
情
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
、
便
宜
上
省
略
さ
れ
て
い
る
。
上
欄
は
、
実
数
値
を
、
下
欄
は
、
対
前
年
増

加
率
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。
こ
の
第
一
図
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、

　
㈲
　
昭
和
二
十
一
年
か
ら
三
十
三
年
に
至
る
各
年
度
の
実
質
国
民
所
得
を
つ
ら
ね
た
線
の
傾
斜
は
、
昭
和
五
年
か
ら
十
六
年
迄
の
そ
れ

に
比
較
し
て
、
著
し
く
大
ぎ
い
。
こ
れ
は
、
昭
和
二
十
一
年
の
所
得
水
準
が
、
昭
和
五
年
の
所
得
水
準
よ
り
も
相
当
低
い
こ
と
か
ら
、
戦

後
に
お
い
て
は
、
か
な
り
の
期
間
に
わ
た
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
復
興
過
程
」
と
し
て
の
特
殊
事
情
が
、
作
用
し
て
い
た
こ
と
よ
る
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　
㈲
　
戦
前
に
お
い
て
は
、
昭
和
十
三
年
と
十
五
年
の
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
の
値
を
と
っ
て
い
る
が
、
戦
後
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は



，

陣獣璃前対とき動の得所質実〉図　第く

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て

起
っ
て
い
な
い
。
　
さ
ら
に
戦
前
で
は
、
　
最
高
成
長
率
が
昭
和
十

二
年
の

九
・
五
％
、
最
低
成
長
率
が
昭
和
十
五
年
の
マ
イ
ナ
ス

四
・
二
％
、
変
動
の
巾
が
、
　
ご
二
・
七
％
で
あ
る
。
戦
後
で

は
、
そ
れ
が
、
昭
和
二
十
五
年
の
一
八
・
六
％
、
　
昭
和
二
十
九

年
の

二
・

八
％
、
　
変
動
の
巾
は
、
　
一
四
・
八
％
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
五
年
以
降
（
昭
和
九
～
十
一
年
の
平

均
実
質
国

民
所
得
は
、
昭
和
二
十
五
年
の
そ
れ
に
照
応
し
て
い

る
）
　
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
最
高
成
長
率
が
、
昭
和
三
十
年
の
　

○
・
七
％
と
な
る
か
ら
、
変
動
の
巾
は
、
七
・
九
％
に
縮
小
す

る
．
す
な
わ
ち
、
昭
和
二
十
五
年
以
降
を
と
っ
て
み
る
と
、
実

質
国

民
所
得
成
長
率
の

変
動
の

巾
は
、
今
の
と
こ
ろ
戦
前
よ
り

も
小
さ
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
回
　
昭
和
五
年
か
ら
十
六
年
迄
の
平
均
成
長
率
は
約
三
・
三

％
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
三
十
三
年
迄
の
そ
れ
は
一
七
・
二

％
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
三
十
三
年
迄
に
つ
い
て
は
、
九
・
八

％

と
な
っ
て
お
り
、
戦
後
の
平
均
成
長
率
が
戦
前
を
か
な
り
大

き
く
上
廻
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
五

（九
五
）
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団

　
昭

和
二
十
五
年
以
降
の
対
前
年
成
長
率
は
、
昭
和
三
十
年
～
三
十

｛
年
に
か
け
て

の

上
昇
に

よ
っ
て
中
断
さ
れ
な
が
ら
も
、
逓
減
的
な
傾
向

に

あ
る
（
も
っ
と
も
、
三
十
四
年
に
お
い
て
は
、
再
び
上
昇
し
て
い
る
も

の

と
思
わ
れ
る
）
。

　

（
皿
）
第
　
表
は
、
実
質
国
民
総
支
出
の
昭
和
九
年
～
十
一
年
、
昭
和

二
十
五
年
～
三
十
三
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ

れ
ぞ

れ
の

項
目
別
構
成
比
を
と
っ
て
み
る
と
、
個
人
消
費
支
出
、
政
府

経
常
支
出
、
経
常
海
外
余
剰
の
い
つ
れ
の
構
成
比
も
、
昭
和
二
十
五
年
～

三
十
三
年
平
均
が

昭

和
九
年

～
十
一
年
の
そ
れ
を
下
廻
り
、
た
だ
上
廻

っ

て

い

る
の
は
、
国
内
総
投
資
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
そ

れ
ぞ

れ
の
項

目
に
つ
い
て
、
昭
和
二
十
五
年
～
三
十
三
年
の
平
均
額
の
昭

和
九
年

～
十
一
年
の
平
均
額
に
対
す
る
倍
率
を
と
っ
て
み
る
と
明
確
に
な

る
。
増
加
分
絶
対
額
で
は
、
個
人
消
費
支
出
が
最
高
で
あ
る
が
、
倍
率
で

は
、
国
内
総
投
資
の
そ
れ
が
ぎ
わ
だ
っ
て
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特

・
に
、
政
府
投
資
支
出
の
も
つ
比
重
の
高
さ
に
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

　

（
皿
）
問
題
は
、
設
備
投
資
で
あ
る
。
　
一
般
に
戦
後
、
特
に
昭
和
二
十



五
年
以
後
の
設
備
投
資
水
準
は
嵩
い
。
設
備
投
資
の
対
前
年
増
加
率
を
と
っ
て
、
設
備
投
資
の
変
動
様
式
を
み
て
み
る
と
（
第
二
図
）
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
は
激
し
い
変
動
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
後
で
は
、
戦
前
に
比
較
す
れ
ば
こ
の
変
動
の
巾
は
小
さ

い

よ
う
で
あ
る
。
た
だ
設
備
投
資
の
成
長
率
の
変
動
様
式
を
示
し
た
第
二
図
か
ら
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
三
十
三
年
に
至
る
全
期
間
を
、

便
宜
上
昭
和
二
十
二
年
～
二
十
四
年
、
昭
和
二
十
四
年
～
二
十
六
年
、
昭
和
二
十
六
年
～
二
十
九
年
ー
三
十
年
、
昭
和
三
十
年
～
三
十
三

年

と
三
つ
の
変
動
サ
ィ
ク
ス
に
区
切
っ
て
み
る
と
、
変
動
の
振
幅
が
逓
増
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
十

四
年
度
の

設
備
投
資
の

水
準
に
就
て
は
、
す
で
に
発
表
昏
れ
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
名
目
額
に
お
い
て
、
二
〇
・
八
％
の
増
加
と
な
っ
て
い

る
が
、
昭
和
二
十
七
年
基
準
の
生
産
財
物
価
指
数
に
よ
れ
ぽ
、
昭
和
三
十
三
年
が
九
七
・
八
％
、
昭
和
三
十
四
年
が
九
八
・
七
％
と
、
こ

の

間
の
生
産
財
価
格
の
騰
貴
率
は
僅
少
で
あ
る
か
ら
、
昭
和
三
十
四
年
の
実
質
設
備
投
資
増
加
率
は
著
し
い
も
の
と
推
定
さ
れ
、
戦
後
第

五
回

目
の
実
質
設
備
投
資
成
長
率
の
ピ
ー
ク
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

（
W
）
設
備
投
資
に
比
較
す
れ
ば
、
個
人
消
費
支
出
が
安
定
的
で
あ
る
こ
と
は
、
い
い
つ
く
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
図
か
ら
も
判

明
す

る
よ
う
に
、
日
本
経
済
に
お
い
て
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
戦
後
は
、
戦
前
に
比
し
て
、
個
人
消
費
支
出
の
伸
び
は
大
き
い
よ
う

で

あ
る
。
た
だ
、
昭
和
二
十
七
年
以
後
に
お
け
る
各
年
度
の
対
前
年
増
加
率
は
、
や
や
停
滞
気
味
で
あ
る
。

（
v
）
と
こ
ろ
で
、
呆
経
済
は
、
昭
和
二
＋
葦
か
ら
會
に
至
る
迄
、
二
回
の
覆
退
L
を
経
験
し
て
い
る
。
笙
回
は
、
昭
和

二
十
八
年
十
月
か
ら
二
十
九
年
の
下
期
に
か
け
て
で
あ
り
、
第
二
回
は
、
昭
和
三
十
二
年
五
月
か
ら
三
十
三
年
上
期
に
か
け
て
で
あ
る
。

第
一
図
の
実
質
国
民
所
得
の
対
前
年
増
加
率
を
み
れ
ば
、
第
一
回
目
の
「
後
退
」
に
お
い
て
は
、
二
・
八
％
、
第
二
回
目
の
後
退
で
は
、

昭

和
三
十
二
年
に
お

い
て

六
・
八
％
、
三
十
三
年
に
お
い
て
五
・
九
％
と
そ
れ
ぞ
れ
低
い
値
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
「
後
退
」
は

所
得
成

長
率
が

マ

イ
ナ
ス
の
値
を
と
る
程
の
深
さ
を
も
ち
え
な
か
っ
た
。
第
二
回
目
の
「
後
退
」
で
は
、
前
年
の
設
備
投
資
の
増
加
率
が

　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
ぜ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
九
七
）



日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て

九
八

（九
八
）
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昏

著

し
く
た
か
か
っ
た
反
動
と
し
て
、
増
加
率
の
減
退
度
合
は
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
消
費
支
出
の
増
加
率
の
減
退
度
合
は
、
比
較

的
小

さ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
回
目
の
「
後
退
」
は
、
こ
の
第
二
回
目
の
そ
れ
と
は
逆
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
量
的
な
観
点

か

ら
だ
け
み
れ
ば
、
た
し
か
に
比
較
的
軽
微
な
「
後
退
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
私
た
ち
は
、
日
本
経
済
の
成
長
率
を
正
確
に
把
握
す
る
た

め

に

は
、
こ
の
二
回
の
H
後
退
」
の
性
格
を
究
め
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

ω
　
日
本
経
済
の
場
合
、
他
の
国
に
比
し
て
、
設
備
投
盗
の
変
動
率
が
か
な
り
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
い
わ
ゆ
る
「
下
村
理
論
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ω

　
下
村
治
氏
が
明

き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
点
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ω

　
経
済
成
長
の
実
質
的
条
件
を

形
成
す

る
も
の
が
、
生
産
能
力
で
あ
り
、
有
劾
需
要
は
生
産
能
力
を
現
実
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
生
産
能
力
と
有
効
需
要
と
が
、
経
済
成
長
を
決
定
す
る
要
因
で
あ
る
。

　
②
　
生
産
能
力
を
規
定
す
る
要
因
は
、
労
働
力
の
質
と
量
、
技
術
水
準
、
設
備
資
本
及
び
社
会
的
間
接
資
本
（
例
え
ば
、
道
路
、
港
湾

な
ど
）
で
あ
る
。

　
㈲

　
戦
前
の

日
本
経
済
に
お
い
て
は
、
生
産
能
力
の
拡
張
に
対
す
る
ボ
ト
ル
・
ー
不
ッ
ク
を
形
成
し
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
も
の
は
、
低

質
の
労

働
力
、
後
進
的
な
技
術
水
準
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
、
そ
れ
は
設
備
姿
本
で
あ
る
。

　
㈲

現
在
、
年
六
約
一
兆
円
以
上
の
設
備
投
資
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
之
れ
は
、
管
理
通
貨
制
度
と
い
う
戦
前
と
は
全
く
異
る
制
度
的

条
件
の

も
と
で
の
企
業
家
の
旺
盛
な
合
理
化
、
近
代
化
意
欲
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
。

　
㈲

設
備
投
資

は
、
約
一
年
後
に
、
そ
れ
と
同
額
の
国
民
総
生
産
物
を
増
加
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
設
備
投
資
の
産
出
係
数
は
ー
で
あ
る

　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
九
九
）



　
　
　
　
肝
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
ぜ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
一
〇
〇
）

と
推
定
さ
れ
る
。

　
㈲

　
昭

和
三
十
叫
年
以
後
に
お
い
て
は
、
設
備
投
資
は
急
激
に
増
加
し
な
が
ら
も
、
国
民
総
生
産
物
の
増
加
分
は
低
い
水
準
に
と
ど
ま

っ

て

い

る
。
そ
の
た
め
に
、
国
民
総
生
産
物
の
設
備
投
資
に
対
す
る
比
率
は
極
め
て
低
い
。

　
ω

　
日
本
経
済
は
、
昭
和
三
十
年
を
契
機
と
し
て
、
異
な
れ
る
局
面
に
入
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
以
前
の
「
超
過
需
要
経
済
」

か

ら
、
　
「
超
過
供
給
経
済
」
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
供
給
超
過
の
圧
力
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
積
極
的
に

需
要
圧
力
が
か
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
團
　
正
常
な
状
体
の
も
と
で
の
輸
入
依
存
度
は
、
約
九
％
で
あ
る
。
約
一
兆
円
の
国
民
総
生
産
物
の
増
加
に
伴
う
輸
入
増
加
分
は
、
三

億
五
千
万
ド
ル
で
あ
り
、
こ
の
程
度
の
輸
入
増
加
に
見
合
う
輸
出
増
加
は
、
日
本
経
済
の
輸
出
競
争
力
及
び
世
界
経
済
の
発
展
状
体
か
ら

み

て
、
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
、
輸
入
依
存
度
は
、
経
済
発
展
と
産
業
構
造
の
高
度
化
に
し
た
が
っ
て
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
⑧

　
高
い
経
済
成
長
率

が
、
景
気
循
環
を
必
然
化
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
陳
腐
な
も
の
で
あ
る
。
外
部
的
な
シ
ョ
ッ
ク
、
そ
れ
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す

る
不
規
則
な
反
応
な
ど
に
よ
り
景
気
変
耐
は
起
る
可
能
性
は
否
定
し
え
な
い
と
し
て
も
、
古
典
的
な
景
気
循
環
は
起
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
の
理
由
と
し
て
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
第
一
に
、
経
済
を
現
在
支
配
し
て
い
る
の
は
大
企
業
で
あ
り
、
大
企
業
は
長

期
的

な
視
点
に
立
脚
し
て
、
市
場
全
体
の
動
向
に
即
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
民
間
企
業
の
ヴ
ィ
ヘ
ィ
ヴ
ァ
ー
は
、
安
定
的
で
お
る

こ
と
、
第
二
に
、
政
府
部
門
の
経
済
活
動
に
占
め
る
比
車
が
増
加
し
た
こ
と
、
第
三
に
、
金
本
位
制
度
か
ら
管
理
通
貨
制
度
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
信
用
政
策
が
安
定
的
な
経
済
発
展
に
対
し
て
積
極
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
り

」
⑳
　
昭
和
二
十
八
年
～
二
十
九
年
の
景
気
変
動
は
、
災
害
と
凶
作
、
さ
ら
に
ポ
γ
骨
，
地
域
の
輸
入
削
減
に
起
因
す
る
国
際
収
支
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の

に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
り
、
昭
和
三
十
二
年
2
三
十
三
年
の
景
気
変
動
は
、
　
ス
ェ
ズ
動
乱
を
抜
ぎ
に
し
て
は
説
明
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ



り
、
い
わ
ば
、
戦
後
二
回
の
「
後
退
」
は
、
あ
く
ま
で
も
外
部
的
な
撹
乱
要
因
が
作
用
し
た
結
果
で
あ
る
か
ら
西
日
本
経
済
の
体
制
的
な

特
徴
に
も
と
つ
く
も
の
と
把
握
す
る
こ
と
は
誤
謬
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
い
つ
れ
の
時
点
に
お
い
て
も
、
経
済
の
安
定
化
を
意
図
し
た

金
融
引
締
政
策
が
、
そ
の
意
図
に
反
し
て
、
む
し
ろ
波
動
を
増
幅
す
る
方
向
に
作
用
し
た
。

　
⑳

　
高
成
長
が
続
け
ば
、
い
わ
ゆ
る
日
本
経
済
の
二
重
構
造
は
、
中
小
企
業
の
労
働
条
件
の
近
代
化
、
農
業
部
門
ト
の
変
化
を
通
し
て
、

解
消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ω
　
下
村
治
「
日
本
経
済
の
基
調
と
そ
の
成
長
力
－
過
大
成
長
論
批
判
と
成
長
力
の
吟
味
ー
」
、
下
村
治
「
日
本
経
済
の
成
長
力
と
成
長
理
論
」
。

　
こ
の
二
つ
の
論
文
は
い
つ
れ
も
金
融
財
政
事
情
研
究
会
編
「
日
本
経
済
の
成
長
力
レ
『
下
村
理
論
」
と
そ
の
批
判
」
に
収
録
。
さ
ら
に
、
　
シ
ン

　
ポ
ジ
ウ
ム
「
高
度
成
長
を
麦
え
る
も
の
」
①
に
お
け
る
下
村
治
氏
の
第
一
主
題
「
日
本
経
済
は
『
歴
史
的
勃
興
期
』
に
あ
る
か
」
に
関
す
る
報
告

　i
八
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
〉
、
　
一
九
六
〇
年
、
三
月
十
五
日
口
写
l
Q

3

基

本

的
成
長
モ
デ
ル

　
前
節
の

「
下
村
理
論
」
が
、
基
本
的
に
依
存
し
て
い
る
成
長
理
論
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ド
ー
マ
ー
の
そ
れ
で
あ
る
。
私
た
ち
が
、
ド

ー
マ
ー
の
成
理
論
に
お
い
て
、
特
に
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
点
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
1
　
生
産
能
力
の
増
加
率
を
示
す
に
際
し
て
、
ド
ギ
マ
ー
が
示
し
た
式
が
決
し
て
唯
「
の
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
、

　
　
　
　
餅
蹄
灘
廿
越
喜
樹
非
謡
記
聴
郵
ト
ロ
越
営
樹
＋
認
曲
撫
陣
蝋
ー
〉
脹
G
判
避
餅
隠
降
卜
軸
騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

を

も
っ
て
あ
ら
わ
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ド
ー
マ
ー
か
ら
す
れ
ば
、
か
か
る
関
係
式
を
も
っ
て
し
て
は
、
そ
れ
に
対
応
す

る
需
要
方
程
式
を
組
立
て
て
、
供
給
方
程
式
と
結
合
せ
し
め
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
か
ら
需
給
の
二
つ
の
面
か
ら
成
長
率
を
規
定
で
ぎ

　
　
　

旧
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
ぜ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
一
〇
一
（
一
〇
一
）



　
　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
一
〇
二
）

な
い
こ
と
と
な
っ
て
不
便
で
あ
る
し
、
さ
ら
、
に
、
　
こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
雇
用
労
働
者
憎
人
当
り
平
均
生
産
性
の
上
昇
率
は
、
資
本
蓄
積

率
か
ら
独
立
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
投
資
の
二
重
効
果
と
い
う
観
点
か
ら
接
近
し
て
い
く
ほ
う
が
、
便
利
で
あ
る
し
、
よ
り
現
実
的

で
あ

る
と
い
う
こ
と
た
な
る
。

　
2
　
実
質
純
投
資
（
1
）
に
よ
っ
て
、
　
生
産
能
力
が
増
加
せ
し
め
ら
れ
る
が
、
　
実
質
投
資
の
生
産
力
係
数
を
％
で
あ
ら
わ
す
な
ら

ば
、
こ
の
関
係
は
、
　
q
謹
、
ー
」
㌧
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
実
質
投
資
の
生
産
力
効
果
を
個
別
的
に
で
は
な
く
経
済
全
体
か
ら
と
ら
え
る
な
ら

ば
、
現
実
の
生
産
力
係
数
（
σ
）
は
、
％
以
下
に
切
り
下
げ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
い
わ
ば
、
　
触
は
投
資
の
生
産
力
係
数
が
と
り
う

る
値
の
う
ち
最
高
の
も
の
で
あ
る
。
何
故
、
現
実
の
生
産
力
係
数
が
、
そ
の
最
高
値
を
と
り
え
な
い
場
合
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、

　
　

ω

　
純
投
資
に
伴
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
新
設
傭
が
、
生
産
物
市
場
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
が
故
に
、
そ
の
純
投
資
に
伴
っ
て
増
加
ぜ
し
め

　
　
　

ら
れ
る
生
産
設
備
…
が
完
全
に
稼
動
せ
し
め
ら
れ
な
い
。

　
・
　
回
　
既
存
の
設
傭
資
本
が
、
新
設
備
に
よ
っ
て
そ
の
市
場
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
完
全
に
稼
動
し
え
な
く
な
る
。

　
　

困

　
右
の

ω
、
回
は
、
投
資
水
準
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
発
生
す
る
が
、
よ
り
重
要
な
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
投
資
が
他
の
生

　
　
　
産
要
因
（
特
に
、
労
働
力
）
と
の
比
較
に
お
い
て
、
あ
ま
か
に
も
急
速
に
増
加
し
す
ぎ
る
こ
と
に
起
因
す
る
過
剰
設
備
資
本
の
出
現
で
あ
る
。

　
3
　
供
給
条
件
を
規
定
す
る
投
資
は
、
特
別
に
投
資
画
数
が
設
定
さ
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
独
立
投
資
」
で

あ
る
。4

　
必
要
成
長
率
（
a
）
が
実
現
し
う
る
か
ど
う
か
は
、
金
融
．
・
財
政
政
策
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
た
い
し
て
重
要
な
問
題

で
は

な
い
。
そ
の
解
決
を
迫
ま
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
よ
り
困
難
に
し
て
重
大
な
問
題
は
、
　
q
ミ
＞
q
で
表
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
長
期
不
調

和
」
の
問
題
で
あ
る
。

‘



O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
以
上
の

よ
う
な
ド
ー
マ
ー
の
体
系
に
お
い
て
特
に
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
こ
で
い
う
投
資
は
、
純
実
質
投
資

で

あ
る
こ
と
、
　
こ
の
投
資
を
規
定
す
る
辱
因
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
σ
は
投
資
の
生
産
力
係
数
で
あ
り
、
こ
の
係
数
自
体

は
単
に
技
術
的
条
件
の

み

な
ら
ず
市
場
の
条
件
に
も
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ド
ー
マ
ー
の
純
実
質
投
資
に
は
、
全
て
の
投
資
が
含
ま
れ
て
い
る
。
下
村
氏
は
生
産
能
力
の
増
加
に
直
接
関
係
を
も
つ
の

は
設
備
投
資
に
限
ら
れ
る
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
、
さ
ら
に
設
備
投
資
と
生
産
能
力
の
増
加
と
の
間
に
は
、
あ

る
畔
間
的
な
お
く
れ
が
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
不
変
価
格
を
前
提
と
し
た
能
力
産
出
高
を
P
で
、
純
実
質
設
備
投
資
を
1
7
で

あ
ら
わ
す
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
」
、
鯨
“
℃
軸
ー
㌧
7
目
H
q
礼
ヤ
鵠
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
）

よ
っ
て
、
生
産
能
力
の
成
長
率
は
、

　
　
　
　
　
　
」
℃
畏
℃
？
μ
1
1
9
守
馬
高
兎
7
昌
　
　
　
　
　
　
　
曾
）

で

あ
ら
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
零
要
側
に
は
、
設
備
投
資
を
含
む
全
投
資
の
増
加
分
が
関
連
を
も
っ
て
こ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か

ら
、
貯
蓄
率
を
s
と
す
れ
ば
、
　
　
」

　
　
　
　
　
　
」
団
軸
H
図
“
i
憎
㌘
ド
“
」
N
ミ
、
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
。
。
）

よ
っ
て
、
需
要
の
増
加
率
は
、

　
　
　
　
　
　
L
さ
＼
さ
ム
ー
－
」
N
ミ
、
辛
ざ
－
目
　
　
　
　
　
　
　
　
公
）

で
あ

ら
わ
さ
れ
る
。
い
ま
“
H
ミ
と
お
き
σ
を
不
変
と
す
れ
ば
、
　
賦
き
＼
》
占
1
1
」
図
ミ
、
堺
占
で
あ
り
う
る
条
件
は
、

　
　
　
　
　
　
」
か
畏
炉
ヤ
H
H
蕊
鯨
q
も
㍗
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
（
一
〇
三
）



！

　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
一
〇
四
）

で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
働
㍗
ド
ー
蟹
？
μ
、
、
、
7
μ
で
、
　
妹
i
目
期
の
生
産
能
力
の
利
用
度
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
⑮
式
が
、
需
給
の
均
衡

を

保
証
す

る
設
備
投
資
の
「
必
要
成
長
率
」
を
あ
ぢ
わ
す
・
す
な
わ
ち
・
．
α
・
5
6
・
砺
・
M
の
い
つ
れ
か
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
で
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
θ

こ
の
「
必
要
成
長
率
」
は
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
ま
、
　
《
学
ド
ー
1
、
賄
昌
で
あ
れ
ば
、
　
し
た
が
っ
て
、
　
早
－
日
1
ー
ド
で
あ
れ

ば
、
「
必
要
成
長
率
」
は
、
ド
ー
マ
ー
が
示
し
た
よ
う
に
、

　
　
　
　
　

L
亭
馬
＼
期
ヤ
μ
“
象
軸
q
蛉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
、

　
　

⑧
㈲

と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
生
産
能
力
の
増
加
率
が
経
済
成
長
の
実
質
的
条
件
を
形
成
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
②
式
か
ら
、
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
」
℃
ミ
雨
ヤ
ド
u
£
ミ
ム
ト
賄
ー
ド
＼
ざ
み
1
1
犠
q
も
？
ド
か
占
＼
ざ
高
　
　
曾
、

で

あ
り
、
い
ま
ミ
み
1
1
ど
⑦
ヤ
μ
1
1
如
ム
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
」
鍾
＼
朗
点
1
1
論
7
覧
嚇
　
　
　
　
　
，
　
　
璽
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

で

あ
る
。
よ
っ
て
、
側
か
ら
は
、
生
産
能
力
の
成
長
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
α
、
砺
、
　
ト
が
た
か
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S

な
い
。
し
か
も
、
日
本
経
済
の
場
合
に
は
、
生
産
能
力
を
拡
大
す
る
に
当
っ
て
の
ボ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
が
設
備
資
本
の
不
足
に
あ
る
と
い
う

の

で

あ
れ
ば
（
第
二
節
の
㈹
）
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
、
　
ミ
7
ご
、
ざ
H
を
た
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
財
政
投
資
も
、
こ

の

目
標
に
定
着
せ
し
め
ら
れ
て
初
め
て
、
こ
の
場
合
に
は
積
極
的
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
経
済
の
最
近
の
傾
向
と

し
て
、
蟄
炉
ム
＼
磯
7
μ
が
た
か
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
経
済
は
こ
の
決
定
的
な
ボ
ト
ル
こ
不
ッ
ク
を
解
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

さ
せ
る
方
向
に
動
い
て
い
る
も
の
と
し
て
、
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次

に
、
ω
式
に
お
い
て
重
要
な
も
の
は
、
生
産
力
係
数
σ
で
あ
る
。
埠
を
設
備
資
本
、
　
N
を
雇
用
入
口
と
す
れ
ば
、

瞭



〆
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海
　
　
逓

加

　
加
　
か

如
　
の
　
ゆ

x
／

ノ
雁

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て

μ盈0

　　　
　
・
－
騨
・
蜘
－
巾
　
　
（
9

で

あ
る
。
　
む
翫
零
＼
≧
で
資
本
集
約
度
を
、
感
“
℃
＼
宅
で
労
働
者
の
一

入

当
り
の
平
均
生
産
性
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
式
を

微
分
す
れ
ば
、

　
　
　
　警
－
愚
評
b
°
寒

亀

q
V
O
で
あ
る
た
め
に
は
、
　
神
愚
〉
感
寒
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
、

　
　
　
　
辱
1
1
＄
（
瀞
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
¶
）

と
お
い
た
上
で
、
労
働
者
の
平
均
生
産
性
の
資
本
集
約
度
弾
力
性
（
唱
）

を

求
め
三
れ
ば
、
踏
㌣
辮
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
か
ら
、
ミ
の

袖
愚
〉
特
亀
む
は
、
　
唱
V
H
を
意
味
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
い
ま
労
働
者
一
人
当
り
の
平
均
生
産
性
の
上
昇
率
と
資
本

集
約
度
の
変
化
率
と
の
間
の
関
係
を
線
型
形
式
で
表
現
し
て
み
れ
ば
、

　
　
　
　
奪
奪
u
袋
、
＋
旬
、
寒
、
、
瀞
（
袋
、
〉
ρ
』
〉
働
、
＞
O
）
　
　
　
〔
○
。
）

こ
れ
は
第
四
図
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
力
曲
線
が

四
十
五
度
線
（
O
』
○
ど
ま
じ
わ
る
点
、
期
、
絢
、
鞠
が
、
奪
恵
ほ
」
ざ
、
溢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
（
一
〇
五
）

噸

ヤ



、

　
　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
ぜ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
一
〇
六
）

の
点

を
示

し
て
い
る
。
　
O
鞠
、
と
ま
じ
わ
る
点
は
巷
、
昏
〈
」
ミ
神
の
点
を
、
そ
し
て
O
N
、
、
と
ま
じ
わ
る
点
は
、
　
奪
奪
〉
」
ミ
神
の
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲

を

そ

れ
ぞ
れ
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
O
菌
”
O
旨
、
°
O
駒
、
、
が
、
　
長
期
的
な
傾
向
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

家
に

と
っ
て
有
利
な
経
路
は
、
勿
論
O
N
、
、
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
回
。
何
故
な
ら
、
利
潤
率
γ
は
（
℃
1
§
＼
映
で
あ
る
か
ら
（
W
は
、

実
質
賃
金
総

額
）
・
飾
を
設
備
資
本
と
し
て
孕
H
藻
お
け
ば
・

　
　
　
　
　
　
『
目
亀
q
（
ド
ー
交
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑩
）

為

1
ー
ミ
℃
で
あ
つ
て
、
賃
金
分
配
率
で
あ
る
。
⑧
式
か
ら
、
μ
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
γ
は
σ
が
大
と
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　

⑧

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
現
在
の
支
配
的
な
経
済
変
動
理
論
で
は
、
こ
の
σ
を
加
速
度
係
数
の
逆
数
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
代
表
的
な
停
滞
論
者
た

ち

は
、
長
期
停
滞
の
一
つ
の
有
力
な
理
由
と
し
て
、
加
速
度
係
数
の
下
落
（
し
た
が
っ
て
、
σ
の
上
昇
）
を
強
調
し
よ
う
ど
し
た
。
何
故

な
ら
ば
、
資
本
の
外
延
的
拡
張
率
（
人
口
、
フ
ロ
γ
テ
ィ
ア
な
ど
）
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
と
ぎ
に
、
資
本
の
内
包
的
拡
充
率
ま
で
が
下
落

す

る
の
で
あ
れ
ば
、
過
剰
蓄
積
の
傾
向
が
一
層
促
進
さ
れ
る
と
み
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
過
剰
蓄
積
を

吸
収
す

る
た
め
に
も
、
加
速
度
係
数
の
引
ぎ
上
げ
（
し
た
が
っ
て
、
σ
の
引
ぎ
下
げ
）
が
、
　
一
つ
の
政
策
的
な
帰
結
を
形
成
し
て
い
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
、
σ
を
生
産
力
係
数
と
理
解
し
た
上
で
、
企
業
家
の
投
資
活
動
が
利
潤
率
の
上
昇
を
目
標
と
す
る
合
理
化
の
意
欲
に

よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
企
業
家
は
σ
の
上
昇
を
意
図
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
根
拠
の
な
い
主
張
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
企
業
家
に
と
っ
て
適
正
と
み
な
さ
れ
る
σ
を
推
定
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
私
た
ち
が

統
計
的
に
確
め

う
る
こ
と
は
、
設
備
資
本
（
或
は
、
設
備
投
資
）
と
現
実
の
産
出
高
ま
た
は
需
要
（
或
は
、
そ
の
増
加
分
）
と
の
間
の
事

後
的
な
関
係
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
能
力
産
出
高
と
現
実
産
出
高
と
の
問
の
不
｛
致
、
し
た
が
っ
て
生
産
能
力
の
現
実
利
用
度
が
変
化
す
る



こ

と
に
よ
っ
て
、
設
備
資
本
に
対
す
る
現
実
産
出
高
の
比
率
は
相
違
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
有
効
需
要
の
不
足
に
よ
っ
て
、
生
産

能
力

の

利
用
度
が
低
下
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
比
率
は
、
企
業
家
の
意
図
に
反
し
て
低
下
せ
ざ
る
を
凝
兄
な
い
。
こ
の
点
に
就
て
十
分
な
考
慮

が
払

ら
わ
れ
瓶
け
れ
ば
、
生
産
力
係
数
の
適
正
値
を
見
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
つ
い
て
現
実
問
題
と
し

て
、
統
計
上
の
数
字
を
も
っ
て
私
た
ち
が
議
論
し
う
る
余
地
は
、
か
な
り
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
ド
ー
マ
ー
は
、
’
さ
き
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
生
産
力
係
数
は
技
術
的
条
件
の
み
な
ら
ず
市
場
条
件
に
も
依
存
す
る
と
考
、
兄

た
。
私
た
ち
が
、
㈲
及
び
ω
に
お
い
て
示
そ
う
と
し
た
σ
の
決
定
様
式
に
は
、
ド
ー
マ
ー
の
い
う
意
味
で
の
市
場
条
件
が
考
慮
さ
れ
て
い

な
い
・
　
し
か
し
、
理
論
的
に
い
っ
て
、
　
伽
と
σ
の
差
位
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ω
と
＠
は
、
決
し
て
納
得
的
な
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
な
条
件
が
作
用
す
る
の
は
、
現
実
成
長
率
と
必
要
成
長
率
と
の
間
の
背
離
関
係
を
通
し
て
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
に
も

か
か
わ

ら
ず
、
私
は
、
σ
が
市
場
条
件
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。
そ
れ
は
、
ド
ー
マ
ー
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
生
産
能
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　

　
　
　
　
の

適
正
利
用
度
の
可
変
性
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
適
正
利
用
度
が
低
下
す
れ
ば
、
適
正
生
産
力
係
数

は
技
術
的
条
件
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
値
以
下
と
な
る
。
た
だ
生
産
能
力
の
適
正
利
用
度
を
現
実
利
用
度
と
厳
密
に
区
別
し
て
計
測
す
る

こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
可
能
に
近
い
。

　
次

に
、
投
資
が
有
効
需
要
を
創
出
す
る
面
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
通
常
の
乗
数
理
論
が
適
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
私

た

ち
が
、
こ
の
よ
う
な
投
資
の
需
要
創
出
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
認
め
た
と
し
て
も
、
少
く
と
も
次
の
二
点
が
、
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
ω

　
所
得
分
配
率

が
、
投
資
の
有
効
需
要
創
出
効
果
を
制
約
す
る
。
　
「
下
村
理
論
」
を
め
ぐ
る
論
争
で
は
、
こ
の
点
が
無
視
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　
回

　
有
効
需
要
の
増
加
に
関
連
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
設
備
投
資
を
も
含
め
た
全
投
資
の
増
加
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
（
一
〇
七
）



ゲ

　
　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
ぜ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
（
，
一
〇
八
）

今
期
の

投
資
の

う
ち
設
備
投
資
が
占
め
る
比
率
σ
が
、
次
期
の
生
産
能
力
の
拡
張
の
度
合
を
決
定
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

か

ら
、
生
産
能
力
の
拡
張
を
加
速
度
的
な
ら
し
め
、
成
長
の
実
質
的
条
件
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
σ
そ
の
も
の
の
引
き
上
げ
が
必
要
と

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
き
の
⑤
、
㈲
式
に
お
い
て
は
、
α
が
不
変
な
も
の
と
し
て
取
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
た
。
い
ま
σ
の
可
変
性
を
認
め

る
な
ら
ば
、
均
衡
式
は
、

　　　　　　　
9
動
↑
辱
工
－
鉢
（
雫
－
般
㌦
）

か
ら
、　　　　　　　　盤「

亀
．
（
目
＋
q
．
防
．
働
鉱
．
－
日
）
－
黛
γ
ド
ー
・
（
投

さ
ら
に
、
　
ミ
占
1
ー
ド
と
仮
定
し
た
上
で
、
　
（
瓠
）
、
、
式
を
変
形
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
孕
　
　
　
　
ド
十
〇
鍾
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
皐
占
1
1
ー
劉
2
摯
孕
－
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
e

と
な
る
。
な
お
、
　
O
§
寒
1
1
」
亭
畏
紮
㍗
ト
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
式
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、
皐
、
、
皐
ム
が
上
昇
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
、

設
備
投
資
の
必
要
成
長
率
は

引
き
上
げ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。

ω

国
・
U
・
U
o
B
9
。
び
．
肉
巻
き
ω
δ
コ
彗
畠
国
8
覧
o
《
日
Φ
昌
．
．
噂
ぼ
肉
§
恥
亀
ぎ
罫
㊦
↓
富
。
ミ
ミ
肉
。
§
。
ミ
。
♀
§
ミ

②

㈲
式
か

ら
、
　
θ
が
小
さ
く
な
れ
ば
な
る
程
、
設
備
投
資
の
必
要
成
長
率
は
引
ぎ
下
げ
ら
れ
る
。
。
し
か
し
、
こ
の
θ
の
解
釈
は
、
そ
の
容
易

　
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
㈲
式
は
、
勿
論
ア
イ
ス
ナ
ー
が
示
そ
う
と
試
み
た
よ
う
な
「
不
完
全
利
用
成
長
率
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
何
故
な
ら
、

　
θ
は
現
実
利
用
度
で
あ
る
か
ら
だ
。
　
さ
ら
に
本
文
中
で
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
、
四
山
は
独
立
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
、
こ
れ

　
が

θ
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
θ
が
小
さ
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
N
閂
㌦
直
も
低
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
そ
の
よ
う
に
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
θ



　
を
こ
の
体
系
の
な
か
に
含
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
㈲
式
の
設
備
投
資
の
成
長
率
は
、
　
ぴ
㌦
ド
の
設
備
投

　
資
の
結
果
拡
大
ぜ
し
め
ら
れ
る
設
備
資
本
の
完
全
利
用
を
保
証
す
る
た
め
に
必
要
な
成
長
率
で
あ
る
か
ら
、
も
し
初
期
条
件
と
し
て
遊
休
生
産
設

　
備
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
守
育
同
に
伴
う
設
備
資
本
の
増
加
部
分
と
と
も
に
、
こ
の
遊
休
生
産
設
備
の
完
全
利
用
を
保
証
す
る
に
必
要
な
成

　
長
率
が
求
め

ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
と
み
な
し
た
上
で
、
　
ミ
山
が
小
さ
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
設
備
投
資
の
必
要
成
長
率
は
引
ぎ
上
げ
ら
れ
な

　
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
の
二
つ
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
設
備
投
資
の
「
必
要
成
長
率
」
が
求
め

　
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
佐
藤
隆
コ
＝
，
経
済
発
展
と
需
要
供
給
の
成
長
率
」
1
八
理
論
経
済
学
〉
一
九
五
六
年
四
月
1
は
、
こ
の
θ
を
考
慮

　
に
入
れ
た
数
少

い
論
文
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
述
べ
た
よ
う
な
点
は
、
看
過
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑧
　
下
村
治

「
日
本
経
済
の
成
長
力
再
論
」
ー
ー
八
前
掲
書
〉
五
三
～
五
五
頁
ー
ー
。
租
税
率
d
、
輸
入
率
m
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
圖
式
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」ざ
q
」
炉
＼
（
防
く
－
〒
瓢
い
－
†
ミ
解
）

　
と
な
る
か
ら
、
げ
式
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』
ぼ
＼
き
山
巨
魯
（
防
＋
ミ
〒
器
飾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　

と
修
正
さ
れ
る
。

、

㈲
　
内
田
、
渡
辺
両
氏
は
そ
の
経
済
成
長
モ
デ
ル
　
（
内
田
忠
夫
、
渡
辺
経
彦
「
日
本
経
済
の
成
長
条
件
と
均
衡
条
件
」
八
日
本
経
済
の
成
長
力
〉

　
に
収
録
）
に
お
い
て
、
ド
】
マ
ー
の
式
を
修
正
し
て
い
る
。
　
供
給
条
件
を
示
す
式
♪
目
内
扇
＼
ミ
（
癒
は
設
備
資
本
ス
ト
ッ
ク
、
　
ド
＼
豊
1
1
q
）
か

　
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（♪
ー
♪
－
け
）
＼
担
ム
目
翻
ヤ
μ
＼
e
、
町
ド
　
　
　
　
〔
麟
）

　

需
要
条
件
決
定
式
は
、
消
費
を
C
、
加
速
度
係
数
を
α
と
し
、
　
◎
1
1
（
目
－
凱
）
憎
輸
N
H
⑨
（
ざ
ー
ざ
山
）
”
メ
目
◎
÷
卜
1
1
（
H
1
恥
）
ざ
＋
φ

　

（さ
ー
ざ
ム
）
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（ざ
ー
ざ
－
点
）
＼
鴨
㍉
ド
ー
1
吻
＼
（
⑨
ー
軌
）
　
　
　
　
（
び
）

　
初
期
条
件

と
し
て
、
　
♪
1
μ
ー
層
－
昌
と
お
い
た
上
で
、
貯
蓄
率
が
不
変
で
あ
り
、
均
衡
の
も
と
で
は
投
資
が
貯
蓄
に
ひ
と
し
い
と
す
れ
ば
、
　
同

　

の

守
縣
1
μ
＼
e
♪
：
H
は
、
　
防
＼
蝕
に
ひ
と
し
く
な
る
。
よ
っ
て
、
経
済
の
均
衡
成
長
の
必
要
条
件
は
、
　
軌
奪
“
吻
＼
（
6
壕
1
恥
）
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝕

0
6
壕
ー
防
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て

一
〇
九

（
一
〇
九
）



　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
（
一
一
〇
）

　

と
な
る
。
こ
の
回
式
の
条
件
が
満
足
せ
し
め
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
現
実
成
長
率
が
均
衡
成
長
率
に
ひ
と
し
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

　
は

ま
ち
が
っ
て
い
る
。
　
第
一
に
、
　
初
期
条
件
♪
－
μ
ロ
ざ
ー
ド
を
認
め
た
と
し
て
も
、
供
給
条
件
式
は
、
蕊
奄
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

　

ら
、
　
回
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
巨
只
O
憶
－
防
）
　
　
　
　
　
　
（
o
）
、

　
と
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
。
か
っ
て
批
判
的
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
（
拙
稿
「
加
速
度
原
理
に
関
す
る
批
判

　
的
覚
書
1
〈
山
口
大
学
経
済
学
雑
誌
第
七
巻
第
九
～
一
〇
号
＞
－
）
、
ヵ
ー
ヴ
ィ
ン
が
、
こ
の
内
田
・
渡
辺
モ
デ
ル
と
全
く
同
一
の
モ
デ
ル
を
示

　
し
て
い
る
（
》
°
囚
Φ
署
団
P
．
．
諺
Z
9
①
O
ロ
窪
①
》
o
o
色
窪
鉾
O
H
帥
賢
幽
O
o
ロ
ω
鼠
艮
Ω
【
O
宅
昏
博
．
℃
笥
題
凝
竈
ミ
肉
8
§
蕾
甘
勲
舘
盛
⑲
孕
日
Φ
鰹
～
繰
・

　
2
9
α
『
）
。
と
こ
ろ
が
、
ヵ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
　
げ
式
か
ら
、
　
「
資
本
ス
ト
ッ
ク
ー
産
出
高
の
「
抜
術
的
比
例
係
数
」
勧
と
、
投
資
決
意
と
有
効

　
需
要

と
の
問
の
「
行
動
的
比
例
係
数
」
　
q
と
は
同
一
で
は
な
く
て
、
　
一
律
的
成
長
が
維
持
さ
れ
る
た
め
に
は
、
　
6
壕
〉
豊
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
」
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
需
要
万
柱
武
は
、
°
。
ざ
1
1
0
殊
図
“
ー
図
「
睡
）
で
あ
る
か
b
、
　
可
に
よ
っ
て
紛
憎
縣
1
1
（
蝕
十
物
）
（
憎
蜘
i
網
？
匪
）
が

　
生
産
能
力
の

完
全
利
用
を

保
証
す

る
均
衡
条
件
で
あ
る
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
ハ
ロ
ッ
ド
の
適
正
成
長
率
に

　
対
す

る
正
し
く
な
い
理
解
に
起
因
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
ハ
p
ッ
ド
の
適
正
成
長
率
は
、
少
く
と
も
ハ
ロ
ッ
ド
に
よ
っ
て
は
、
生
産
能
力
の
完

　
全
利
用

を
保
証
す
る
に
必
要
な
成
長
率
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
だ
（
こ
の
点
の
詳
細
な
ら
び
に
そ
れ
に

　
対
す

る
批
判
は
、
拙
稿
「
成
長
と
経
済
変
動
」
1
〈
山
口
大
学
経
済
学
雑
誌
V
第
十
巻
、
第
二
号
－
参
照
）
。
と
こ
ろ
が
、
内
田
。
渡
辺
モ
デ
ル
で

　
は
、
　
ざ
ー
さ
ー
ド
＼
さ
I
H
を
現
実
成
長
率
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
需
要
成
長
率
が
企
業
家
に
と
っ
て
適
正
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、

　
◎
（
さ
ー
さ
直
）
u
肋
憎
“
1
μ
と
な
り
、
ハ
ロ
ッ
ド
の
適
正
成
長
率
を
6
素
鴨
蜘
ー
網
縣
直
）
H
恥
網
窃
∴
と
表
現
し
た
場
合
と
類
似
の
形
式
を
と
る
こ
と

　
と
な
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
生
産
力
係
数
を
加
速
度
係
数
の
単
な
る
逆
数
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
従
来
の
試
み
か
ら
一
歩
も
で
て
い
な
い
こ

　
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
は
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
ハ
ロ
ッ
ド
的
理
論
の
限
界
を
打
破
す
る
と
と
も
に
、
日
本
経
済
の
成
長
分
析

　
に

ど
れ
程
の
積
極
的
な
役
割
を
果
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

㈲
　
こ
の
点
、
下
村
氏
は
若
干
混
乱
し
て
い
る
よ
う
だ
（
後
述
）
。

㈲
　
勿

論
、
現
実
の
経
済
は
、
こ
こ
で
例
示
さ
れ
た
よ
う
な
長
期
均
衡
経
路
を
直
線
的
に
進
み
う
る
も
の
で
は
な
い
。
生
産
力
曲
線
上
の
推
移
と
、

　
生
産
力
曲
線
そ

の
も
の
の
上
方
移
行
と
が
複
雑
に
か
み
合
わ
さ
れ
な
が
ら
、
労
働
者
一
人
当
り
の
平
均
生
産
性
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

φ



、

＼

ω
　
ヵ
ル
ド
ア
は
、
O
図
を
も
っ
て
、
長
期
均
衡
経
路
と
看
倣
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
は
存
在
し
な
い
と
、

　
私

に
思
う
。
何
故
な
ら
、
新
し
い
技
術
革
新
は
、
そ
の
前
の
技
術
革
新
が
有
利
な
点
と
不
利
な
点
を
分
つ
臨
界
点
（
穐
、
兜
、
籍
…
…
）
ま
で
利
用

　
し
つ
さ
れ
な
け
れ
ば
起
り
え
な
い
と
い
う
仮
定
は
、
必
ら
ず
七
も
現
実
的
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。

⑧

例

え
ば
、
前
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
ヵ
で
は
、
長
期
平
均
的
な
生
産
能
力
の
利
用
度
は
九
〇
％
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
（
多
覧
じ
。
旨
頁
δ
景
畠
《
量
冨
§
罠
§
鐸
①
゜
；
舞
き
q
ぢ
竃
碧
自
h
9
°
琶
眞
・
蛭
⑪
忌
§
肉
§
°
§

　
需
魯
軌
§
）
。
　
実
際
の
と
こ
ろ
、
統
計
的
に
検
証
し
う
る
生
産
能
力
の
利
用
度
の
平
均
値
が
、
生
産
能
力
の
適
正
利
用
度
に
照
応
す
る
も
の
と
は
み

　
な
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
適
正
利
用
度
を
決
定
す
る
要
因
に
就
て
は
、
安
部
一
成
「
生
産
能
力
の
利
用
度
と
投
資
」
ー
八
山
口
経

　
済
学
雑
誌
〉
第
九
巻
・
第
四
号
－
四
三
～
四
八
頁
参
照
。

4

設
備
資
本
の
ボ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の

　
日
本
経
済
は
、
労
働
力
が
設
備
資
本
の
蓄
積
水
準
と
比
較
し
て
相
対
的
に
過
剰
で
あ
る
か
ら
、
生
産
能
力
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
場

合
の

決
定
的

な
ボ
ト
ル
ー
不
ッ
ク
は
、
設
備
資
本
の
蓄
積
不
足
に
あ
る
の
だ
と
い
う
見
解
は
、
た
び
た
び
聞
か
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
理
論
的
見
地
か
ら
十
分
批
判
的
な
見
解
が
存
在
す
る
。
第
一
に
労
働
力
が
設
備
資
本

と
の
関
連
に
お
い
て
過
剰
な
経
済
で
は
、
設
備
資
本
が
生
産
能
力
の
増
加
の
ボ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
を
な
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
は
、
あ
る

特
定
の

理
論
的
な
前
提
1
ー
す
な
わ
ち
、
特
殊
な
生
産
画
数
－
ー
に
立
脚
し
た
結
果
で
あ
っ
て
、
　
一
般
性
を
も
ち
え
な
い
と
い
う
批
判
が

そ

れ
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
的
見
解
か
ら
の
政
策
的
な
帰
結
は
、
設
備
資
本
と
労
働
力
と
の
結
合
に
お
け
る
資
源
配
分
の
効
率
を
最

高
度
に
た
か
め

る
た
め
に
、
先
進
資
本
主
義
に
比
し
て
、
資
本
集
約
度
の
低
い
生
産
方
法
が
用
い
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

　
　
ω

な
る
。
第
二
の
批
判
は
、
設
備
資
本
が
不
足
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
生
産
財
生
産
部
門
に
需
要
圧
力
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
（
一
一
一
）



　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
一
一
ご
（
一
＝
一
）

こ
の
部
門
の
利
、
潤
が
引
ぎ
上
げ
ら
れ
、
投
資
が
促
進
さ
れ
る
か
ら
こ
の
不
足
は
民
間
企
業
の
活
動
を
通
し
て
や
が
て
は
解
消
さ
れ
る
に
ち

が
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
第
一
の
批
判
は
、
す
で
に
屡
女
成
長
論
争
に
お
、
い
て
問
題
と
さ
れ
た
領
域
で
あ
る
。
之
の
領
域
で
は
、
資
本
蓄
積
率
の
労
働
人
ロ
に
比

し
て
の
過
不
足
は
、
資
本
集
約
度
の
変
化
を
通
し
て
調
整
せ
し
め
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
　
吋
つ
の
有
力
な
主
張
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
人
ロ
成
長
率
を
”
と
す
れ
ぽ
、
投
資
、
貯
蓄
を
回
致
せ
し
め
る
適
正
資
本
集
約
度
は
、
設
≧
1
1
愚
≧

か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌣
陣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ε

で

あ
ら
わ
さ
れ
る
・
こ
こ
か
ら
N
が
与
え
ら
れ
た
も
の
と
看
徹
し
た
上
で
匂
鳶
が
小
ざ
く
な
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
々
は
低
下
し
な
け

れ
ぽ

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
資
本
集
約
度
は
、
単
に
技
術
的
の
み
な
ら
ず
経
済
的
条
件
に
よ
っ
て
も
制
約
さ
れ
る

の

で

あ
る
か
ら
、
資
本
集
約
度
の
可
変
性
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
必
要
な
経
済
的
条
件
1
す
な
わ
ち
、
主
と
し
て
尊
素
価
格
の
伸
縮
性

i
が
と
と
の
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
前
提
の
上
に
立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
は
、
少
く
と
も
二
つ
の
点
が
闇
題
と
な
る
。
そ
の
一
つ
は
、
私
た
ち
が
後
進
国
の
投
資
計
画
を
め
ぐ
る
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈹

ッ

ブ

の

問
題
提
起
に
関
連
し
て
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
労
働
人
口
の
成
長
率
が
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
増
加
率
よ

り
も
高
い
と
い
う
基
礎
条
件
の
も
と
に
お
い
て
、
経
済
発
展
の
速
度
を
た
か
め
る
に
は
、
資
本
集
約
度
を
引
ぎ
上
げ
、
労
働
の
平
均
生
産

性
を

可
能
な
限
り
た
か
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蓄
積
余
剰
を
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ド
ッ
ブ
の
主
張
は
、
は
た
し
て
正
当
な
も
の
で

あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
生
産
能
力
の
拡
張
率
は
、
a
＋
愚
も
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
か
ら
、
奪
な
が
低
く
て
も
、

そ

れ
を

補
っ
て
あ
ま
り
あ
る
程
の
水
準
に
難
が
維
持
さ
れ
る
終
済
は
、
難
が
低
く
て
、
駆
辱
蓉
が
高
い
経
済
の
生
産
能
力
の
成
長
率
と
同



／

一
の
成
長
率

は
、
実
現
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
量
的
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
の
よ
う
な

タ
イ
プ
の
経
済
の
も
と
で
は
、
低
生
産
性
ー
低
賃
金
の
悪
循
環
は
打
破
さ
れ
な
い
。
逆
に
後
者
の
タ
イ
ブ
に
お
い
て
は
、
完
全
雇
傭
の

実
現
が
当
面
の
目
標
と
し
て
は
犠
靴
に
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
つ
れ
の
道
を
選
択
す
る
の
が
有
利
で
あ
る
か
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
具
体
的
条
件ー
特
に
生
産
財
部
門
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
存
在
量
ー
に
依
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
必
ら
ず
し
も
　
つ
の
断

定
的
な
労
向
は
示
さ
れ
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
私
た
ち
の
一
つ
の
暫
定
的
な
結
論
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
第
一
の
問
題
は
、
次
の
第
二
の
問
題
と
切
離
し
で
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
第
二
の
問
題
と
は
、
日
本
経

済
の
墓
礎
的
条
件
に
即
応
し
て
適
当
な
資
本
集
約
度
を
定
め
る
と
い
う
方
向
は
、
必
然
的
に
産
業
構
造
の
変
化
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
は
じ

め
て

現
実
的

な
意
味
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
私
た
ち
の
い
ま
ま
で
の
議
論
は
、
全
産
業
－
少
く
と

も
全
製
造
工
業
1
を
ふ
く
め
た
集
計
値
に
も
と
つ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
重
化
学
工
業
部
門
と
軽
工
業
部
門
と

わ
け
て

み

る
と
、
資
本
集
約
度
に
お
い
て
は
、
前
者
の
方
が
後
者
よ
り
も
大
ぎ
い
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に

お
い

て
、
所
与
の
技
術
水
準
の
も
と
で
の
生
産
方
法
の
可
変
性
が
認
め
ら
凱
る
と
し
て
も
競
争
的
条
件
ー
特
に
、
国
際
的
競
争
条
件
i

に
ょ
っ

て

制
約
さ
れ
て
い
る
下
限
と
い
う
も
の
は
必
ら
ず
存
在
す
る
と
み
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
資
本
集
約
度

の

低
い
生
産
方
法
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
日
本
経
済
は
豊
富
な
労
働
力
を
墓
礎
と
し
て
軽
工
業
中
心
の
産
業
構
造
に

編
成

し
な
お
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
通
ず
る
こ
と
に
な
る
。
現
代
の
後
進
国
開
発
理
論
の
　
つ
の
主
流
を
形
成
し
て
い
る
と
看
徹

さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
結
論
は
、
今
日
の
段
階
に
お
け
る
世
界
経
済
の
不
均
等
発
展
を
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
把
握
し
、
し
か
も
国
際
分
業
が

完
全
な
形
に
お
い
て
実
現
さ
れ
う
る
と
の
前
提
の
上
に
立
脚
し
て
い
る
と
の
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
、
現
実
的
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。

　
第
二
の
批
判
は
、
た
し
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
設
備
資
本
の
不
足
が
設
備
資
本
に
対
す
る
需
藝
圧
力
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
の
限
り
で

　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
ぜ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
一
一
三
（
一
一
三
）



　
　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
ぜ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
一
一
四
）

は
、
そ
れ
は
生
産
財
部
門
の
投
資
機
会
の
拡
大
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
経
済
の
浮
揚
力
を
た
か
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の

ボ

ト
ル
゜
ネ
ッ
ク
が
経
済
成
長
力
の
一
時
的
な
鈍
化
を
惹
起
す
る
こ
と
が
あ
り
え
た
と
し
て
も
、
正
常
な
状
体
の
も
と
で
は
、
こ
れ
が
経

済
の
沈
滞
的
状
体
を
も
た
ら
す
決
定
的
な
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
し
か
に
昭
和
一
；
十
年
～
三
十
一
年
に
か
け
て

の

日
本
経
済
の
拡
張
過
程
が
生
産
財
部
門
を
全
般
的
に
と
ら
え
た
と
き
に
は
、
基
礎
的
な
部
門
の
生
産
能
力
水
準
が
、
生
産
財
部
門
の
全

体
的

な
拡
張
速
度
に
適
合
し
え
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
特
殊
な
部
門
の
生
産
能
力
の
不
足
が
ボ
ト
ル
．
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
、
三
十
二
年
の
後
退
の
原
因
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
基
礎
的
な
部
門
に
お
け
る
生
産
能
力
の
不
足
は
、
こ
の
部

門
に
向
っ
て
投
資
を
集
中
せ
し
め
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。
む
し
ろ
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
部
門
に
お
い
て
高
率
の
設
備
投

資
が
維
持
せ
し
め
ら
れ
る
に
十
分
な
程
度
に
お
い
て
、
設
備
資
本
の
不
足
が
継
続
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。

ω

例
え
ば
、
小
宮
隆
太
郎
氏
の
「
下
村
理
論
」
に
対
す
る
反
論
を
み
よ
（
シ
ン
ボ
ジ
ュ
ー
ム
「
高
度
成
長
を
支
え
る
も
の
」
①
）
。

②
　
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
小
宮
氏
、
内
田
忠
夫
氏
、
荒
憩
泊
郎
武
ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
下
村
氏
は
、
一
般
的
な
生
産

　
画

数
を

用
い
て
、
成
長
の
問
題
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
明
確
な
回
答
を
だ
し
え
な
い
ぎ
ら
い
が
あ
る
こ
と
、
ボ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
を
形
成

　
す

る
要
因
は
多
く
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
が
ボ
ト
ル
：
ネ
ッ
ク
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
順
次
膚
を
な
し
て
分
布
し
て
い
る
こ

　
と
・
日
本
経
済
の
揚
合
に
は
、
そ
σ
層
の
な
か
で
最
も
低
い
と
こ
ろ
に
設
棉
負
本
の
ボ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
仕

　
で

は
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
成
長
速
度
を
制
約
し
て
い
る
こ
と
、
等
を
積
極
闘
に
主
臓
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
　
（
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
コ
、
同
度
鼠
長
を

　
支
え

る
も
の
」
①
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

㈲

　
安

部
一
成
「
後
進
国
に
お
け
る
投
資
政
策
に
関
す
る
序
論
的
考
祭
」
1
〈
東
亜
経
済
研
究
〉
第
四
集
、
第
二
号
ー
。

㈲
　
私
の
分
析
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
本
叉
中
で
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
量
的
な
見
瑚
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
た
き
ら
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、

　
私
の

分
析
に
お
い
て
は
、
後
進
国
が
計
画
的
に
開
発
さ
れ
る
場
合
に
は
、
孕
〉
ミ
の
段
階
か
ら
、
徐
々
に
孕
く
ミ
の
段
階
に
杉
竹
し
て
い
く
と
、

　
い

5
這
も
考
え
ら
れ
う
る
と
い
う
点
が
、
看
過
さ
れ
て
い
る
（
観
、
砺
は
生
筐
財
部
門
、
消
費
財
都
門
の
そ
れ
ぞ
れ
の
資
本
集
胸
畏
）
。
　
制
皮
的



　
条
件
の
差
位
は
、
当
面
の
戦
略
目
標
の
設
定
に
お
い
て
も
あ
ら
わ
れ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
開
発
の
経
路
が
計
画
的
に
設
髭
さ
れ
る
か
ど
う
か

　
に
お
い
て

あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
点
が
過
少
に
評
価
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

㈲
　
こ
の
関
連
に
お
い
て
、
ハ
p
ッ
ド
の
次
の
よ
う
な
立
場
－
す
な
わ
ち
、
経
済
の
一
律
的
な
適
正
成
貝
の
線
上
で
は
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
が
常
に

　
不
足
し
て
お
り
、
企
業
家
が
、
こ
の
不
足
を
埋
め
よ
う
と
す
る
限
り
投
盗
は
増
加
し
、
経
済
進
歩
が
も
た
ら
さ
れ
る
　
　
を
想
起
せ
よ
。

5

鶴
本
経
済
と
産
出
能
力

　
　
産
出
係
数
（
σ
）
が
約
1
の
値
を
と
る
ど
い
う
の
が
、
　
「
下
村
理
論
」
の
中
心
的
な
命
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
成
長
力
論

．

争
の

一
つ
の

ポ
イ
γ
ト
が
、
産
出
係
数
の
推
定
方
法
を
中
心
と
し
て
、
日
本
経
済
の
産
出
能
力
を
ど
の
程
度
の
も
の
と
し
て
理
解
す
る
か

　
と
い
う
点
に
お
か
れ
た
。

　
　
私
た
ち

は
、
第
三
節
の
基
本
的
成
長
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
産
出
係
数
（
σ
）
に
就
て
の
若
干
の
原
理
的
な
解
明
を
試
み
た
が
、
　
こ
こ
で

は

日
本
経
済
に
関
し
て
利
用
し
う
る
資
料
を
も
と
と
し
な
が
ら
、
産
出
係
数
を
め
ぐ
る
問
題
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

　
　
基
本
的
成

長
モ
デ
ル
か
ら
も
、
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
右
、
P
、
γ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ー
ム
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
リ
ア
ル
・
タ
ー
ム

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
ノ
ミ
ナ
ル
・
タ
ー
ム
を
も
っ
て
す
る
　
圖
湘
蕩
餅
鰍
慧
㊦
赫
喜
ゆ
＼
罫
醤
無
㊦
罵
蕪
薄
瞭
慧
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ω

ら
え
ら
れ
る
値
は
、
意
味
を
も
た
な
い
。

　
　
そ
こ
で
、
　
満
腐
圃
知
謬
餅
鰍
＼
、
雪
岳
繍
θ
渦
鵬
蝿
譲
薄
蹄
　
の
値
を
、
第
二
表
に
ま
と
め
た
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
戦
後
の
平
均
値

は
、
戦
前
の
平
均
値
よ
り
も
か
な
り
高
い
。
さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
昭
和
三
十
年
以
後
、
こ
の
値
は
逓
減
的
傾
向
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
囲
体
こ
の
表
か
ら
何
を
語
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
ド
ー
マ
L
の
成
長
論
に
よ
れ
ば
、
春
は
純

設
備
投
資
で

あ
り
、
躍
は
純
能
力
産
出
高
の
増
加
分
で
あ
る
。
こ
の
表
の
基
礎
に
あ
る
〃
は
、
　
総
設
備
投
資
で
あ
る
か
ら
・
　
ネ
ッ
ト

　
　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
（
一
一
五
）



〉表　第く

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て

58
　
3
0
　
5
5

α

　
q
　
α

一　一

山ハ　
（
一
　
一
山
ハ
）

年聡疇

10
　
1
1
　
1
2
　
1
3
　
1
4
　
1
5
　
1
6

面

㎝
㎝

欄
㎜
㈱
㈱
悩
幡
囑
㎝

「22

　
23

　
24

　
25

　
26

　
27

　
28

　
29

　
30

　
31

　
32

　
33

卿

聡

騙
響

…q

国
罐
魏

　
　
年
　
3
4
」
出
の

暉
一16

均
33

均

和
書
支
も

柑　
～
　
昭
白
総
た

年

奔
了
得
民
め

璽
壁
㈱

　
・
タ
ー
ム
に
還
元
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
再
投
資
を
左
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
も
っ
て
除
せ
ら
れ
る
べ
ぎ
も

の

は

国
民
総
生
産
物
か
ら
減
価
償
却
費
を
差
引
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
一
般
に
成
長
率
が
正
で
あ
る
場
合
に
は
、
再
投
資
額

は
減
価
償
却
額
を

下
廻

る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
　
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
て
計
算
さ
れ
た
産
出
係
数
は
第
二
表
に
示
さ
れ
た
も
の
よ
り
－

も
小
さ
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
闘
題
と
な
る
の
は
た
と
え
こ
の
よ
う
な
操
作
が
正
確
に
な
さ
れ
た
と
し
て

も
、
σ
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
純
国
民
総
生
産
物
は
、
現
実
に
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
っ
て
、
能
力
産
出
高
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
点
に
関
す
る
計
側
は
、
殆
ど
不
可
能
に
近
い

も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
表
か
ら
は
、
日
本
経
済
の
産
出
能
力
に
つ
い
て
正
確
な
こ
と
は
い
わ
れ
な
い
。

　
そ

こ
で
産
出
係
数
の
近
似
値
を
求
め
る
た
め
に
は
、
別
の
方
法
を
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
　
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
ω
式
か
ら

　
　
　
　
　
　

q
“
『
＼
鐵
（
ド
ー
隠
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
①
）
、

・
と
し
て
γ
、
μ
、
α
か
ら
σ
を
求
め
る
方
法
が
あ
る
。

　
　
第

3
表
が
私
た
ち
の
計
算
の
結
果
で
あ
る
。
資
料
の
と
り
扱
い
方
に
は
、
相
当
の
限
定
条
件
が
存
在
す
る
。
昭
和
二
十
七
年
以
後
の
平

ひ



〉表3第く

γ

紛レ畷
γ

…
μ

π㎜

謝
㎜
鮒
㎜

98
　
8
2
　
5
3
　
5
8

ユ
　
ユ
　
ユ
　
ユ

0
　
　
0
　
　
0
　
　
A
り

灘
出

濁

訊

。
…
。

認
溜

0
　
　
0

76住

㎜
螂
鰯
㎜

424040砿

年27利昭

箪
擁
舞
舞
舞
難

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

…

て

表

，
9
8
の
値
ゆ
率
益
ま
省
）

薦
鶴

…矯
唖
掛
纏
難
襟
購
讐

…
μ

昭
上
額
そ
値
μ
γ
【
α
固
業
q

　

　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

醇（

均
値

は
、
○
・
九
四
と
な
り
、
前
表
に

お
け

る
昭
和
二
十
七
年
以
後
の
平
均
値

○
・
六
と
比
較
す
れ
ば
、
相
当
高
い
。

し
か
し
、
　
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ

て
、
産
出
係
数
を
求
め
よ
う
と
し
て

も
、
γ
、
μ
は
い
つ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の

年
度
に
お
い
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
ご
、
蟄
食
ー
な
）
が
適
正
産
出
係

数
を

示

し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で

　

圖

あ
る
。

　
第
二
の
方
法
と
し
て
て
は
、
個
汝
の
企
業
の
採
算
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
企
業

は
、
設
備
投
資
を
行
う
揚
合
に
は
、
こ
の
設
備
投
資
が
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
と
っ
て
正
当
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、
　
一
定
の
売
上
高
の

保
証
を

必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
式
に
よ
っ
て
最
低
の
必
要
売
上
高
1
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
売
上
高
が
こ
れ
以
下
に

な
れ
ぽ
、
そ
の
設
備
投
資
に
伴
っ
て
直
接
、
間
接
か
か
っ
て
く
る
費
用
を
回
収
で
き
な
い
臨
界
的
な
売
上
高
を
指
し
て
い
る
が
ー
を
示

す

こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

坤

蘇
豪
矧
爵
比
蟄
㊦
赫
愚
冒
ゆ
H
亭
×
國
蝶
調
×
∫
誹
輝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爵
比
蚕

　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
一
一
七
）

齢



　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
天
（
＝
八
）

し
た
が
っ
て
、
こ
の
式
か
ら
、
　
如
蘇
球
矧
融
旨
蟄
θ
臨
妻
勘
＼
亭
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
　
國
訣
蹄
謡
＼
守
勤
，
瀕
響
躁
＼
融
け
画
　
が

関
係
を

も
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
式
に
あ
て
は
め
う
る
よ
う
な
資
料
を
も
ち
え
な
い
か
ら
、
具
体
的
な
推
計
結

果
に
っ
い
て

い
う
べ
ぎ
こ
と
を
も
ち
え
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
σ
の
適
正
値
を
は
っ
き
り
と
確
定
す
る
こ
と
は
、
著
し
く
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
極

め
て

不
確
実

な
も
の
で
は
あ
る
が
、
第
3
表
に
か
か
げ
ら
れ
た
生
産
力
係
数
を
用
い
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
鮮
「
式
か
ら
、
」
生
産
能
力
の
成

〉表4第く

ρ
卜

P
「伊鴫両σ

4疏耀ぬ
78曜1

％あ10

』
　
瀞
　
ユ
　
2
　
ユ
　
」

6
　
3
　
1
0
　
8
　
7
　
3

％」12

」
　
3
　
』
　
漣
　
’
9
　
β

11

　
1
0
　
1
0
　
1
0
　
1
3
　
1
3

05
　
1
4
　
1
9
　
1
7
　
0
9

ユ
　
ユ
　
ユ
　
ユ
　
ユ

O
　
　
n
）
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0 53

　
7
6
　
7
8

ユ
　
ユ
　
　
。
1

0
　
　
（
U
　
　
〔
U

年咽疇

塀
塀
塒
町
鉾
鉾
舞

鴎
頬

劃
匹
嶺

舶
㍍

鰯

所

あ
資

民

で

投

国

の

総

度

も
質

年
た
実

姓

長
率
は

守
↑
ご
、
堺
高
で
示
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
と
と
し
て

昭

和
二
十
七
年
以
後
の
成
長
率
を
計
算
し
て
み
れ
ば
、
第
4
表
の

よ
う
に
な
る
。
平
均
成
長
率
は
、
　
一
一
・
三
％
で
あ
る
。
た
だ
、

②
式
で
は

炉
占
U
、
鴨
山
と
の
前
提
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
、
こ
の
よ
う
な
条
件
が
満
足
さ

れ
て

い

る
と
は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い

る
生
産
能
力
の
成
長
率
は
、
こ
の
面
か
ら
も
修
正
さ
れ
る
必
要
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

あ
ろ
う
。
通
産
省
の
「
生
産
能
力
指
数
」
　
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十

七
年
以
後
の
平
均
生
産
能
力
成
長
率
は
、
一
二
．
九
％
で
あ
り
、

私
た

ち
の
平
均
値
よ
り
も
わ
ず
か
ば
か
り
高
い
。
も
し
こ
の
「
生

産
能
力
指
数
」
が
現
実
に
近
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
の
平
均

成
長
率
が

こ
れ
以
下
の
値
を
と
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
　
第
一
に



＼

私
た
ち

が
ぴ

を
試
算
す

る
に
当
っ
て
設
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
限
定
条
件
、
第
二
に
は
ざ
ー
μ
1
1
舗
冒
酔
の
前
提
そ
の
も
の
に

あ
る
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ

れ
は

と
も
か
く
と
し
て
、
私
た
ち
の
数
字
に
よ
っ
て
も
、
日
本
経
済
に
お
け
る
生
産
能
力
成
長
率
は
高
い
。
特
に
、
昭
和
三
十
年
以

後
の
成
長
率
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
も
、
私
た
ち
は
こ
の
高
生
産
能
力
成
長
率
を
支
え
て
い
る
高
い
設
備
投
資
率
に
、
な
に
よ
り

も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
諸
外
国
に
比
較
し
て
こ
の
比
率
が
高
い
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
例
え
ば
下
村
氏
の
い
う
よ
う
に
供
給
圧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲

力
の
指
標
と
は
な
り
え
な
い
と
し
て
も
、
日
本
経
済
の
均
衡
成
長
が
実
現
さ
れ
う
る
か
否
か
の
問
題
を
と
く
に
当
っ
て
、
　
一
つ
の
重
大
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。

〉表5算く
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ゐ
　
。
1
　
。
0

82
　
5
2
　
3
1
　
9
9
　
8
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4
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2
3

瑚34

10

　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

　
　
　
　

66
　
0
6

．

購

師

師

鍋

％
47
　
1
3

冷
　
β

Q
U
　
　
4

瑚30

73

48

皿

　
　
　
　
　
　
　
　
3
4

．

玲

玲

8
羽
⑳98

　
6
2

潟
　
⑩

1
　
　
　
1

年27和昭

塒
驚
難
鉾
鉾
驚

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て

臨㈱鯵㈲劾鄭㈱

　
そ

こ
で
、
実
質
国
民
産
出
高
に
よ
っ
て
（
炉
－
蟹
ヤ
H
）
＼
図
肺
占
を
求
め
て

み
れ
ば

（
第
四
表
）
、
昭
和
二
十
七
年
以
後
の
平
均
成
長
率
は
、
七
・
一
％
と

な
り
、
生
産
能
力
の
平
均
成
長
率
を
遙
か
に
下
廻
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

そ

れ
ぞ

れ
の
年
度
の
9
守
マ
目
と
」
蟹
鯨
を
第
五
表
の
よ
う
に
比
較
す
れ

ば
、
も
っ
と
明
白
と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
期
間
内
に
お
い
て
は
、
昭

和
二
十
七
年
、
三
十
年
、
三
十
一
年
を
別
と
す
れ
ば
、
い
つ
れ
の
年
度
に
お

い
て

も
、
こ
の
比
率
は
低
い
。
二
十
七
年
を
一
つ
の
ピ
ー
ク
と
し
て
、
二
十

八
年

～
二
十
九
年
と
こ
の
比
率
が
低
下
し
、
昭
和
三
十
年
～
三
十
一
年
を
も

う
一
つ
の
ピ
ー
ク
と
し
て
、
三
十
二
年
～
三
十
三
年
に
か
け
て
こ
の
比
率
が

下
落

し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
十
工
年
～
三
十
三
年
に
か
け
て
の
低
下
の
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
（
一
一
九
）



　
　
　
　
臼
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
ぜ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
〇
（
＝
一
〇
）

合
が
二
十
八
年
～
二
十
九
年
の
そ
れ
を
か
な
り
上
廻
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
い
つ
れ
も
、
景
気
が
後
退
し
た
時
点
で

あ
る
。
後
退
の
持
続
期
間
で
は
、
二
十
八
年
～
二
十
九
年
の
場
合
の
方
が
、
長
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
比
率

の

低
下

は
、
三
十
二
年
～
三
十
三
年
の
局
面
に
お
い
て
大
き
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
昭
和
三
十
二
年
～
三
十
三
年
に

か
け
て

の

供
給
圧
力
が
、
そ
れ
だ
け
強
く
作
用
し
て
い
る
の
だ
と
の
解
釈
を
ひ
か
え
目
に
許
す
一
つ
の
具
体
的
指
標
と
な
り
う
る
で
あ
ろ

濃
ノ
o

ω
　
下
村
治
「
日
本
経
済
の
基
調
と
そ
の
成
長
力
」
で
は
、
か
か
る
点
の
配
慮
が
欠
げ
て
い
る
。

②

　
下
村
氏
が
産
出
係
数
を
推
定
す
る
別
の
方
法
と
し
て
組
み
立
て
た
関
係
式
は
、
私
た
ち
の
僻
と
同
一
の
も
の
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
下

　
村
氏
は
、
産
出
係
数
一
・
二
と
い
う
算
定
結
果
を
示
し
て
い
る
。
　
（
下
村
治
「
日
本
経
済
の
成
長
力
再
論
」
八
前
掲
書
〉
に
収
録
）
。

㈲
　
い
ま
、
P
、
“
因
（
α
は
、
適
正
加
速
度
係
数
を
示
す
）
と
お
け
ば
、

　
　
　
　
　
　

⑨
H
（
同
i
な
）
＼
『

　
で

あ
る
。
第
3
表
に
よ
つ
て
昭
和
二
十
七
年
か
ら
三
十
三
年
ま
で
の
、
μ
、
γ
の
平
均
値
を
こ
れ
に
代
入
し
て
み
る
と
、
傷
は
三
・
四
五
と
な

　
る
。
畦
通
α
は
三
～
四
の
間
の
値
を
と
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
第
3
表
の
各
年
次
結
果
は
疑
わ
し
い
と
し
て
も
、
こ
の
七
ヶ
年

　
の
平
均
値

は
、
か
な
り
の
程
度
に
お
い
て
信
頼
し
て
も
、
そ
れ
程
不
都
合
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

四
　
次
の
第
6
表
は
、
　
「
通
商
産
業
統
計
」
三
十
二
年
度
版
の
「
設
傭
能
力
指
数
」
と
、
昭
和
三
十
三
年
版
の
「
生
産
能
力
指
数
」
と
を
結
含
ぜ
し

〉表　第く

摩が増
…

次

　％
2

（
1
6

2
　
』
　
」
　
溺
　
2
　
ユ
　
2

9
　
1
3
　
1
5
　
1
2
　
1
2
　
1
0
　
1
1

年

藤 　
年

年

年
年
年
年
年
年

和
2
7
　
2
8
　
2
9
　
3
0
　
3
1
　
翻
　
3
3
　
3
4

め
、
昭
和
三
十
年
1
1
一
〇
〇
と
し
た
指
数
か
ら
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三

十
二
年
度
版
と
三
十
三
年
度
版
の
計
算
基
準
が
全
く
異
る
の
で
あ
れ
ば
、
第
6
表
は
全
く

根
拠
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。

⑤
　
例
え
ば
下
村
氏
は
、
，
「
設
備
能
力
の
増
強
に
比
較
し
て
、
需
要
の
伸
び
が
相
対
的
に
大
き
い
か
小
さ
い
か
は
、
民
間
設
備
投
資
の
国
民
総
産
出



高
に
対
す

る
割
合
に
反
映
し
て
く
る
は
ず
で
あ
る
」
　
（
下
村
治
「
日
本
経
済
の
基
調
と
そ
の
成
長
力
」
〈
前
掲
書
〉
二
十
三
～
ご
十
六
頁
）
と
し

て

い

る
・
し
か
し
、
こ
の
割
合
が
高
い
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
　
一
国
経
済
の
設
備
投
資
へ
の
意
欲
が
旺
盛
で
あ
る
こ
と
を
示
し
げ
、
い
る

だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
直
ち
に
需
要
圧
力
の
低
さ
を
結
論
づ
け
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

6

目
本
経
済
の
供
給
圧
力
の
内
容
に
つ
い
で

　
私
た
ち

の
限

ら
れ
た
資
料
か
ら
判
明
し
た
乙
と
は
、
日
本
経
済
に
お
け
る
生
産
能
力
の
年
平
均
成
長
率
が
か
な
り
の
高
い
水
準
を
維
持

し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
比
較
す
れ
ば
実
質
国
民
産
出
高
の
年
平
均
成
長
率
が
低
い
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
成
長
率
の
不
均
等
化
は
、
特
に

昭
和
三
十
年
以
降
に
お
い
て

著

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
日
本
経
済
は
、
少
く
と
も
昭
和
三
十
年
を

契
機

と
し
て
、
供
給
能
力
が
需
要
を
圧
倒
す
る
局
面
に
入
っ
た
、
そ
し
て
そ
う
い
う
意
味
で
日
本
経
済
は
重
大
な
転
換
期
に
あ
る
の
だ
、

と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
る
。
私
は
、
昭
和
三
十
年
か
ら
の
飛
躍
的
な
投
資
活
動
が
生
産
能
力
の
加
速
度
的
な
増
加
を
も
た
ら
し
つ
つ
も
、

有
効
需
要
が

こ
れ
に
比
例
し
て
拡
大
し
え
な
い
で
、
生
産
能
力
と
有
効
需
要
の
矛
盾
が
か
な
り
の
程
度
に
お
い
て
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
こ

と
ー
し
た
が
っ
て
、
日
本
経
済
は
好
況
の
最
終
局
面
に
類
似
し
た
特
長
を
示
し
始
め
て
い
る
こ
と
ー
を
否
定
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。

と
こ
ろ
で
・
」
図
亀
合
と
い
う
生
産
能
力
と
有
効
需
要
の
不
均
餌
係
に
お
い
て
、
こ
の
不
均
衡
の
原
因
を
∬
混
し
て
超

が
大

き
す
ぎ
る
こ
と
に
求
め
る
か
、
或
い
は
浬
に
芒
て
∬
が
あ
ま
り
に
も
低
す
ぎ
て
い
る
こ
と
に
求
め
る
か
、
と
い
う
問
題
が
で

て

く
る
。
一
見
ど
ち
ら
で
も
よ
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
で
は
、
政
策
的
な
帰
結
が
異
な
る
。
何
故
な
ら
、
前
者
の
場
合

に

は
、
　
”
を
減
少
せ
し
め
る
よ
う
に
設
備
投
資
を
規
制
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
後
者
の
場
合
に
は
、
生
産
能
力
の
増
加
率
に
対

応
す

る
よ
う
に
有
効
需
要
を
拡
大
す
る
政
策
が
な
に
よ
り
も
優
先
権
を
も
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
す
で
に
、
⑤
式
に
お
い
て
、
の
α
可
変
性
を
認
め
た
場
合
の
設
備
投
資
の
必
要
成
長
率
を
示
し
て
お
い
た
。

　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
（
＝
二
）



〉表ア第く

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
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も
し
「
設
備
投
資
の
現
実
成
長
率
が
こ
れ
に
ひ
と
し
い
の
で
あ
れ

ば
、
経
済
の
均
衡
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
、
極
め

て

不
完
全

な
資
料
を
も
と
と
し
て
、
”
式
か
ら
、
　
さ
ら
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

Φ
㍗
日
ー
H
と
し
た
場
合
の
ω
式
か
ら
、
設
備
投
資
の
適
正
増
加
分

を

求

め
、
そ
の
現
実
の
増
加
分
と
比
較
し
て
み
た
。
正
確
を
期
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
第
7
表
は
一
つ
の
指
標
’

と
し
て
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
第
7
表
に
よ
れ
ば
、
昭
湘

三
十
年

～
三
十
一
年
に
か
け
て
は
、
設
備
投
資
の
増
加
量
は
、
適

正
水
準
を

上
廻
り
な
が
ら
も
、
三
十
二
年
か
ら
三
十
三
年
に
か
け

て

は
、
こ
の
関
係
が
逆
転
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
，
て
、
こ
の

よ
う
な
推
移
は
、
第
5
表
の
」
図
ミ
、
」
♪
の
推
移
と
か
な
り
の
程

度
に
お
い
て
、
対
応
し
て
い
る
。

　
そ

こ
で
設
備
投
資
の
現
実
成
長
率
が
適
正
成
長
率
に
及
ば
な
い

場
合

に
、
と
り
う
る
政
策
と
し
て
さ
ぎ
に
示
し
た
二
つ
の
ヶ
ー
ス

の

う
ち
前
者
の
立
場
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
設
備
投
資
の
必

要
成
長
率
そ
の
も
の
が
引
ぎ
下
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に

な
り
、
逆
に
後
者
の
立
場
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
設
備
投
資



の

必
要
成

長
率
が
ど
の
よ
を
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
現
実
成
長
率
を
そ
の
水
準
迄
た
か
ぬ
る
之
と
が
望
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
こ
で
「
下
村
理
論
」
で
は
一
つ
の
特
殊
な
ケ
ー
ス
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
設
備
投
姿
が
毎
年
一
定
の
永
準
に

維
持

さ
れ
、
し
か
も
q
叫
～
8
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
し
た
が
（
．
て
⑳
式
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
O
・
『
婿
1
1
0
で
あ
る
か
ら
、
⑩
式
は
、

　
　
　
　
皐
＼
皐
占
醤
只
ド
＋
辛
皐
－
じ

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
戸
＋
辛
孕
占
＞
O
で
あ
る
か
ら
、
孕
＼
皐
－
陣
〈
ド
と
な
る
。
い
わ
ば
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
ケ
ー
ス
の
も

と
で
は
、
あ
ぎ
ら
か
に
生
産
能
力
の
増
加
に
直
接
閣
係
を
も
つ
設
備
投
盗
が
総
投
資
の
う
ち
に
占
め
る
剖
合
が
下
落
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

こ
と
と
な
る
。
貯
蓄
率
が
変
化
し
な
い
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
設
備
投
資
以
外
の
投
資
の
比
重
が
た
か
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
設
備
投

資
以
外
の

投
資

は
、
財
政
投
資
と
在
庫
投
資
と
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ち
が
、
在
庫
投
資
の
増
加
率
は
経
済
の
成
長
率
に
依
存
す

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
（
も
っ
と
も
、
　
こ
の
投
資
分
野
に
お
い
て
は
、
　
「
思
惑
」
の
作
用
が
強
く
働
く
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
け
れ
ど

も
）
、
－
ど
う
し
て
も
財
政
投
資
ー
す
な
わ
ち
、
間
接
投
資
1
の
加
速
度
的
な
上
昇
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
・
こ
の
特
殊
な
ケ
ー
ス
の
う
ち
、
　
O
遷
憲
1
1
0
之
い
う
前
提
が
は
ず
さ
れ
、
O
建
簿
＞
O
で
あ
っ
て
、
し
か
も
皐
く
孕
占
の
条
件

が
満
足
さ
れ
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
財
政
投
資
の
加
速
度
的
な
上
昇
率
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

よ
う
な
政
策
的
示
唆
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
現
在
の
日
本
経
済
に
お
け
る
不
均
衡
化
傾
向
の
原
因
は
、
大
体
に
お
い

て

一
定
の

水
準
が
維
持

さ
れ
て
い
る
生
産
能
力
の
増
加
分
に
比
較
し
て
、
あ
ま
り
に
も
有
効
需
要
の
増
加
の
度
合
が
低
い
か
ら
、
直
接
的

な
生
産
効
果
を
も
ち
え
な
い
分
野
へ
の
財
政
投
資
を
通
し
て
、
こ
の
有
効
需
要
の
不
足
部
分
を
埋
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
き

る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
は
、
こ
こ
で
次
の
よ
う
な
点
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ω
　
同
　
規
模
の
設
備
投
資
が
続
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
葡
提
は
、
あ
ま
り
に
も
人
為
的
な
仮
定
で
あ
る
。
当
然
な
こ
と
で
あ
る

　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
ぜ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
三
（
一
二
三
）



戸

　
　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
＝
一
四
（
＝
一
四
）

が
、
こ
の
園
連
に
お
い
て
は
、
投
資
繭
［
数
の
明
示
が
絶
対
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
回

　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
制
約
す
る
も
の
は
設
備
資
本
で
あ
る
と
い
う
立
場
が
、
　
基
本
的
な
も
の
と
し
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
財
政
投
資
も
こ
の
方
向
に
定
着
せ
し
め
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
み
な
す
方
が
、
よ
り
正
当
で
あ
る
。

　
の

　
も
し
産
出
能
力
が
私
企
業
の
活
動
を
通
し
て
あ
る
同
定
の
比
率
で
成
長
し
つ
づ
け
、
こ
れ
に
対
応
し
て
有
効
需
要
の
増
大
を
保
証

す

る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
財
政
投
資
の
規
模
が
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
’
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
ど
の
よ
う

な
形
を
と
っ
て
実
現
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
⇔

　
の

と
関
連
し
て
、
財
政
投
資
が
必
要
な
規
模
に
お
い
て
拡
大
せ
し
め
え
ら
れ
る
と
じ
た
場
合
に
、
は
た
し
て
こ
れ
が
均
衡
的
成
長

を

可

能
な
ら
し
め
る
十
分
な
条
件
た
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
㈲

　
い

ま
ま
で
展
開
さ
れ
た
体
系
に
お
い
て
は
、
　
一
つ
の
重
大
な
環
が
脱
落
し
て
い
る
。
、
そ
の
　
環
と
は
、
所
得
分
配
率
を
指
し
て
い

る
。
所
得
分
配
率
は
、
な
に
よ
り
も
貯
蓄
率
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
能
力
な
ら
び
に
有
効
需
要
の
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
率

を

変
化
さ
せ
る
か
ら
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
極
め
て
重
要
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。

7

経
済
成

長
率

と
労
働
分
配
率

　
い

ま
賃
金
所
得
を
W
と
し
、
非
賃
金
所
得
（
鴨
－
苺
）

率

（ミ
ー
＼
蟹
）
を
μ
と
す
れ
ば
、
㈲
式
は
、

　
　
　
　
　
」
ざ
　
ー
　
　
　
　
」
か

か

ら
の
貯
蓄
率
を
α
、
賃
金
所
得
か
ら
ρ
貯
蓄
率
を
β
と
し
、
賃
金
分
配

　
　
　
　
　
憎
7
H
　
　
｛
3
1
（
黛
肺
－
鳥
馬
）
き
｝
図
マ
H

と
お
ぎ
か
、
尺
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
　
奪
〉
簿
鯉
O
と
想
定
さ
れ
う
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
労
働
分
配
率
（
μ
）
が
小
さ
く
な
れ
ば
な
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［
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増
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ブ
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査

r
数
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の
た
調

ヵ

拒
ブ

性

し
省

・

金

髭
示
働

濁（

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て

一
二
五

（
＝

五
）



　
　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
六
（
＝
一
六
）

る
程
α
、
β
の
相
殺
的
な
変
化
が
存
在
し
な
い
限
り
で
は
、
一
定
の
投
資
増
加
分
に
対
応
す
る
需
要
の
成
長
率
は
低
下
す
る
。

　
私
た
ち

が

倒

式
を

日
本
経
済
に
あ
て
は
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
α
、
β
の
値
を
計
算
し
う
る
資
料
が
存
在
し
な
い
。
μ
に
つ
い

て

は
、
す
で
に
第
3
表
に
お
い
て
示
し
て
お
い
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
お
い
て
μ
の
逓
減
化
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
第
3

表
を

補
強
す

る
た
め
に
、
第
5
図
に
よ
っ
て
、
「
労
働
者
一
人
当
り
の
平
均
生
産
性
と
実
質
賛
金
の
趨
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
図

表
に
も
と
つ
い
て
い
い
う
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ω

　
生
産
性
指
数
と
実
質
賃
金
指
数
と
の
ひ
ら
ぎ
が
、
徐
六
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
c
カ
ー
ブ
に
お
い
て
、
明
瞭
に
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

現
さ
れ
て
い
る
。
　
c
カ
ー
ブ
は
、
労
働
者
の
相
対
的
地
位
を
示
す
一
つ
の
指
標
と
解
さ
れ
う
る
か
ら
、
こ
の
カ
ー
ブ
が
逓
減
化
傾
向
に
あ

る
こ
と
は
、
労
働
者
の
的
対
的
地
位
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
第
3
表
の
μ
の
推
移
と
大
体
に
お
い

て

あ
い
符
号
す
る
。

　
＠
　
一
般
に
経
済
の
拡
張
率
が
高
い
場
合
に
は
、
労
働
分
配
率
は
下
落
す
る
傾
向
に
あ
る
。
逆
に
経
済
の
拡
張
率
が
低
下
す
れ
ば
、
全

て

の

場
合
に
労
働

分
配
率
が

引
ぎ
上
げ
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
昭
和
三
十
三
年
度
は
、
こ
の
第
5
図
に
よ
れ
ば
労
働
者
の
相

対
的
地
位
は

改
善
さ
れ
て
い
る
（
も
っ
と
も
第
3
表
の
μ
で
は
、
か
か
る
傾
向
は
検
証
さ
れ
な
い
）
。
　
し
か
し
、
昭
和
二
十
八
年
～
二
十

九
年
に
つ
い
て

は
、
こ
の
よ
う
な
改
善
は
み
ら
れ
な
い
。

　
の
　
た

と
え
、
労
働
分
配
率
が
経
済
拡
張
率
が
低
下
す
る
場
合
に
上
昇
し
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
上
昇
の
度
合
は
、
経
済
拡
張
率
の
上

昇
に
伴
っ
て
労
働
分
配
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
度
合
に
比
し
て
か
な
り
小
さ
い
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
の
う
ち
、
私
た
ち
が
特
に
注
目
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
経
済
成
長
率
が
高
く
な
れ
ば
な
る
程
、
労
働
分
配
率
が
低
下
す

る
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
　
倒
に
よ
っ
て
需
要
の
増
加
率
は
低
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
経
済
成
長
率
が
た
か
ま
る
に
し



た
が
っ

て
、
需
要
の
増
加
率
は
低
下
す
る
と
い
う
二
律
背
反
的
な
法
則
が
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
法
則
が
ど

れ
程
の

強

さ
を
も
っ
て
貫
い
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
確
認
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。
い
ま
公
式
通
り
に
」
ざ
＼
」
か
を
求

め
て

み

よ
う
（
第
8
表
）
。
昭
和
二
十
九
年
と
三
十
三
年
で
は
、
国
内
総
投
資
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
総
産
出
高
は
増

加
し
て
い
る
・
こ
の
二
つ
の
時
点
に
お
け
る
国
内
総
投
資
の
減
少
は
、
在
庫
投
資
の
減
少
に
も
と
つ
い
て
い
る
。
こ
の
係
数
が
い
わ
ゆ

る
「
乗
数
」
に
あ
た
る
も
の
と
は
簡
単
に
い
い
切
れ
な
い
し
、
さ
ら
に
ど
の
点
が
相
異
す
る
か
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
資
料
的
限
界
か
ら

こ
こ
で
明
確
に
す
る
こ
と
も
で
ぎ
な
い
。
た
だ
、
昭
和
二
十
六
年
以
後
各
年
度
の
∬
の
総
計
と
4
1
の
総
計
の
比
率
を
計
算
し
て
み
る

と
三
・
三
の
値
を
と
り
、
　
さ
ら
に
昭
和
二
十
六
年
か
ら
二
十
九
年
ま
で
の
そ
れ
が
五
。
七
、
昭
和
三
十
年
か
ら
三
十
三
年
ま
で
が
、

二
・

四

と
な
り
、
賃
金
分
配
率
の
低
下
が
か
な
り
著
し
く
な
っ
た
昭
和
三
十
年
以
後
に
お
い
て
、
こ
の
比
率
が
下
落
の
方
向
を
強
め
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
、
大
体
の
傾
向
と
し
て
推
察
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
さ
き
の
㈲
式
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
」
炉
ミ
、
◎
縣
み
1
1
亀
戸
｛
3
ー
（
8
i
勲
）
ミ
｝
　
　
　
（
q
）
ミ

と
か
ぎ
か
え
ら
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
μ
が
小
さ
く
な
れ
ば
、
設
備
投
資
の
必
要
成
長
率
は
た
か
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
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日
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成
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ぐ
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争
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よ
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て

　
ヨ
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書
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投
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得
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質
　
質

和

所

る
実
出
実

昭
民
よ
コ
麦
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「
国
に
γ
総
1
資

濁（

こ
の
必
要
成
長
率
が
現
実
に
達
成
し
え
な
い
程
の
高
水
準

の

も
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
条
件
に
し
て
問
わ
な
い
も
の
と

す
れ
ば
、
μ
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
設
備
技
資

の

必
要
成
長
率
を

引
き
下
げ
る
と
い
う
道
が
残
さ
れ
て
い

る
。
設
備
技
資
の
必
要
成
長
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
七
（
＝
一
七
）



　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
一
二
入
（
ご
一
八
）

生
産
力

係
数
が
相
殺
的
に
作
用
し
な
い
限
り
、
そ
れ
は
生
産
能
力
の
成
長
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
私
た
ち
が
、
こ
の
よ
う

な
観
点
に
立
つ
て
、
さ
ら
に
主
張
し
う
る
こ
と
は
、

　
ω

　
す
で

に
、
昭
和
三
十
年
以
後
の
経
済
の
拡
張
過
程
に
お
い
て
、
設
備
投
資
は
不
均
衡
に
膨
張
せ
し
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
し
か

も
、
こ
の
不
均
衡
化
は
、
設
備
投
資
の
高
い
成
長
率
に
伴
㌻
分
配
率
の
低
下
に
よ
っ
て
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
。

　
＠
　
設
備
投
姿

が
、
生
産
能
力
を
決
定
す
る
規
定
的
要
因
で
あ
り
、
そ
の
不
足
が
日
本
経
済
の
成
長
力
に
対
す
る
隆
路
を
形
成
し
て
い
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年

年
3
3

30

～

　
年

雇
、
2
9

…
25

～

…ー
ー

96

　
3
　
2
　
」

20

　
6
　
6
　
6

4
　
浴
　
謁
　
洛

10

　
9
　
9
　
9

資
　
出

投

支

備
費

設

消

出支政財十出麦費消

資投政財十出支政財十出支費消

』
　
ユ
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』
　
ユ
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8

産生合綜業産

準水費消市都

経は準水費梢囲者
軌

省
も

産

る

通

よ

は

に

，
産
表

生

発

合

庁

綜

画

業

企

産

済

濁（

る
こ
と
を
一
般
的
な
喜
実
認
識
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
ぎ
た
と
し
て
も
、
こ

の

よ
う
な
不
足
と
前
記
ω
の
よ
う
な
意
味
で
の
過
剰
は
、
相
両
立
し
え
な
い
も

の

で
は
な
い
。

　
の
　
し
た
が
っ
て
財
政
投
資
、
或
い
は
　
般
的
財
政
支
出
を
通
し
て
の
有
効

需
要
の

拡
大
政
策
が
、
分
配
率
の
低
下
を
も
た
ら
す
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

ま
す
ま
す
不
均
衡
の
度
合
を
た
か
め
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
財
政
投
資
、

財
政
支
出
の
規
模
だ
け
で
、
均
衡
化
の
十
分
条
件
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
私
た
ち
は
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
二
十
九
年
に
至
る
小
サ
イ
ク
ル

と
、
昭
和
三
十
年
か
ら
三
十
三
年
ま
で
の
小
サ
イ
ク
ル
を
と
っ
て
、
第
9
表
の

よ
う
に
、
必
要
な
項
目
に
関
し
て
対
前
年
成
長
率
の
平
均
値
を
と
っ
て
み
た
。

そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
小
サ
イ
ク
ル
は
、
相
互
に
異
れ
る
様

相
を

呈

し
て
い
6
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
第
二
の
小
ザ
イ
ク
ル
に



〆

㌧

お
け

る
設
備
投
資
の
平
均
増
加
率
は
、
第
一
の
小
サ
イ
ク
ル
に
比
較
し
て
異
常
に
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
需
要
の
平
均
増
加
率
は

相
当
低
い
。
＠
消
費
需
要
に
政
府
支
出
、
さ
ら
に
は
、
財
政
投
資
を
加
え
た
も
の
の
平
均
成
長
率
に
お
い
て
も
、
第
二
の
小
サ
イ
ク
ル
は

第
山
の
小
サ
イ
ク
ル
に
比
較
し
て
小
さ
い
。
の
別
の
資
料
と
し
て
、
産
業
を
綜
合
し
た
場
合
の
生
産
の
平
均
年
成
長
率
と
都
市
消
費
水
準

の
年
平
均
成
長
率

と
を
結
び
つ
け
て
み
る
と
、
生
産
成
長
率
と
消
麗
氷
準
の
上
昇
率
と
の
問
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
第
一
、
第
二
の
小
サ
イ
ク

ル

い
つ
れ
に
お

い
て

も
大
き
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
資
料
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
第
一
の
小
サ
イ
ク
ル
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
第
二
の
そ
れ
よ
り

も
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
資
料
分
析
が
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
あ
ろ
う
。

　
ω

　
消
費
需
要
の
増
加
率
が
生
産
能
力
の
成
長
率
を
大
巾
に
下
廻
っ
て
い
る
と
い
う
薯
実
が
、
有
効
需
要
の
増
加
率
が
生
産
能
力
の
成

長
率
を

下
廻

る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
決
定
的
な
ぎ
め
手
と
も
い
う
べ
ぎ
地
位
に
あ
る
。
い
わ
ば
レ
戦
前
か
ら
い
わ
れ
て
ぎ

た

と
こ
ろ
の
日
本
経
済
に
お
け
る
高
生
産
能
力
水
準
と
低
い
消
費
水
準
と
の
間
の
矛
盾
が
、
明
確
に
な
り
は
じ
め
る
に
至
っ
た
・
　
　
　
－

　
＠

　
勿
論
、
、
私
た
ち
は
消
費
需
要
の
平
均
成
長
率
に
対
す
る
設
備
投
資
の
平
均
成
長
率
の
倍
率
が
第
　
サ
イ
ク
ル
の
一
・
　
か
ら
、
第

ニ
サ

イ
ク
ル
に
お
け
る
三
。
己
忙
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
経
済
の
不
均
衡
化
の
傾
向
が
決
定
的
な
局
面
に
あ
る
と
簡
単
に
結
論
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

け

よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
生
産
と
消
費
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
拡
大
が
不
均
衡
の
基
底
的
条
件
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
・

否
定
さ
れ
え
な
い
。
　
　
　
　
　
　
、

　
の
’
下
村
氏
は
、
昭
和
二
十
八
年
～
二
十
九
年
、
さ
ら
に
は
昭
和
三
十
二
年
～
三
十
三
年
の
後
退
を
外
生
的
条
件
の
作
用
に
起
因
す
る
、

偶
然
的

な
も
の
と
み
な
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
ω
で
指
摘
し
た
よ
う
な
生
産
能
力
の
資
本
制
的
拡
張
に
必
然
的
に
伴
う
不
均

衡
の

基
底
的
条
件
を

全
く
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
九
（
一
二
九
）

、



　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
，
　
一
三
〇
（
二
ご
○
）

　
ω
　
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
墓
底
的
条
件
を
制
約
す
る
も
の
と
し
て
、
労
働
分
配
率
に
注
目
を
払
っ
て
い
る
。
ω
で
指
摘
し
た
矛
盾
・

が
・
今
後
ど
の
程
度
に
激
化
す
る
か
は
、
こ
の
労
働
分
配
率
の
推
移
に
か
か
わ
る
。
現
在
に
お
い
て
は
、
労
働
分
配
率
は
、
戦
前
の
そ
れ

よ
り
も
高
い
も
の
と
推
定
さ
れ
物
し
か
し
ゴ
〕
れ
が
・
徐
乏
下
落
の
高
を
辿
る
も
の
か
ぎ
か
が
呆
経
済
の
安
定
的
成
長
の
実

現
が
可
能
で

あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
に
あ
た
っ
て
一
つ
、
の
重
大
な
ポ
イ
γ
ト
を
な
し
て
い
る
。

　
　
ω

私
は
こ

の
比
率
が
た

か
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
恐
慌
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
ス
ゥ
イ
ー
ジ
ィ
ー
を
批
判
し
た
こ
と
が
あ
る
。
安
部
一
成

　
　
　
　
「
加
速
度
原
理
に
関
す
る
批
判
的
覚
里
己
七
四
－
七
五
頁
。

　
　
②

　労
働
組
合
の
力
が
・
こ
こ
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
し
て
い
る
兜
労
働
組
合
が
貨
幣
賃
金
に
対
す
る
交
渉
九
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
労

　
　
　

働
分
配
率
の

低
下
を

阻
止

し
う
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
矛
盾
は
緩
和
さ
れ
る
可
能
性
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

8
　
投
資
決
定
要
因
と
労
働
分
配
率

　
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
ー
マ
ー
の
成
長
モ
デ
ル
で
は
、
設
備
投
資
は
「
与
え
ら
れ
た
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
年
度
の
生
産
能
力
の
増
加
量
を
決
定
す
る
要
因
の
う
ち
産
出
係
数
に
つ
い
て
は
若
干
の
説
明
を
行
っ
た
け
れ
ど
も
、
設
備
投
資
の

水
準
を

決
定
す

る
要
因
に
つ
い
て
は
、
何
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
下
村
氏

は
、
こ
の
間
題
に
対
し
て
「
経
験
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
、
構
想
力
に
よ
っ
て
飛
躍
す
る
の
が
企
業
家
の
投
資
決
意
の
本
来
の
性

格
で

あ
る
」
と
み
な
し
、
し
か
も
「
予
測
や
構
想
力
は
形
式
的
に
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
．
そ
の
内
容
を
時
間
の
亟
数
と
し
て
旦
ハ
体

的
に
表
現
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
定
の
投
資
函
数
を
想
定
す
る
こ
と
は
有
害
無
益
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ

て

い

恥
こ
の
よ
う
な
立
芝
は
・
芒
か
に
正
当
と
思
わ
れ
る
部
分
も
婁
れ
て
い
る
・
し
か
し
・
そ
嘉
か
ら
と
い
・
て
、
こ
の
よ

う
な
主
張
が
、
談
備
投
資
を
外
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
と
す
る
正
当
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。

〆



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

　
他
方
に
お
い

て
、
日
本
経
済
の
設
備
投
資
薗
数
を
検
証
す
る
た
め
の
試
み
が
、
か
な
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
主
と
し
て
相
関

的
分
析
の

手
法
を

用
い
て
い
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
分
析
方
法
の
正
当
性
を
確
し
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
例
え
ば
、
利
潤
、

売
上
高

と
設
備
投
資
の
相
関
関
係
を
と
ら
・
見
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
そ
の
利
潤
、
売
上
高
は
す
べ
て
事
後
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
資
料

上
の
限
定
条
件
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
そ

こ
で
い
ま
ま
で
試
み
ら
れ
た
結
果
を
墜
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
←り

　
設
備
投
資
が
な
に
よ
り
も
利
潤
と
強
い
相
関
関
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
全
て
の
試
み
に
よ
っ
て
確
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
相

関
関
係
に
お
い
て
、
利
潤
は
前
期
の
そ
れ
か
、
今
期
の
か
、
来
期
の
そ
れ
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
そ
の
う
ち
、
次
期
の
利
潤
と
設
備
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

資

と
の
相
関
度
が
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
設
備
投
資
は
予
想
利
潤
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
命

題
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
と
は
な
り
が
た
い
で
あ
ろ
う
。

　
＠

　
設
備
投
資
が
売
上
高

ま
た
は
産
出
高
と
相
関
関
係
を
も
つ
こ
と
は
否
定
で
ぎ
な
い
。
た
だ
、
売
上
高
或
い
は
産
出
高
と
い
う
場
含

に
、
そ
れ
が
「
水
準
」
を
指
し
て
い
る
の
か
》
「
増
加
分
」
を
指
し
て
い
る
の
か
に
づ
い
て
は
、
若
干
の
意
見
の
相
違
が
存
在
す
る
。

　
09

　
日
本
経
済
の
場
合
に
は
、
企
業
の
外
部
資
金
へ
の
依
存
率
が
高
い
か
ら
、
金
融
的
条
件
（
利
予
率
、
外
部
資
金
の
利
用
可
能
性
な

ど
）
と
の
相
関
度
は
強
い
よ
う
で
あ
る
q

　
ω

　
通
常
の
投
資
画
数
論
で
は
、
現
存
の
設
備
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
水
準
は
設
備
投
資
に
対
し
て
抑
圧
的
効
果
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
て
い

る
が
、
日
本
経
済
の
場
合
に
は
、
必
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
設
備
投
資
と
設
備
資
本
存
在
量
と
の
相
関
係
数
は
プ
ラ
ス
の

値
を

と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
と
は
別
に
、
設
備
投
資
の
生
産
能
力
の
利
用
度
に
対
す
る
逆
相
関
度
は
、
高
く
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

日
本
終
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
一
一
（
＝
一
二
）



　
　
　

日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
（
一
三
二
）

　
以
上
の

う
ち
、
ω
、
◎
、
の
に
つ
い
て
は
係
数
算
出
の
技
術
的
問
題
を
別
と
す
れ
ば
、
い
ま
の
私
に
と
っ
て
は
、
問
題
と
な
る
と
こ
ろ

は

な
“
。
や
は
り
、
⇔
が
ポ
イ
γ
ト
と
な
る
。
設
傭
投
盗
と
設
備
資
本
存
在
量
と
の
間
の
順
相
関
を
資
料
的
に
検
出
し
た
内
田
氏
は
、

「
こ
の
よ
う
な
結
果
は
『
設
備
が
設
備
を
よ
ぶ
』
『
過
剰
設
備
は
顕
在
し
な
い
』
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の

よ
う
な
こ
と
が
起
る
の
は
、
日
本
経
済
に
お
い
て
は
、
設
備
資
本
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
日
本
で
は
、

あ
る
設
備
投
資
を
す
る
と
、
そ
れ
を
補
完
す
る
た
め
の
設
備
投
資
が
誘
発
さ
れ
る
し
、
各
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
に
お
け
る
自
己
の
地

位
を

相

対
的
に
有
利
に
す

る
た
め
に
、
他
の
企
渠
に
ま
け
な
い
よ
う
に
設
備
投
資
を
行
う
傾
向
に
あ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
解
釈
を
加
え
て

い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
，

．
設
備
資
本
の
不
足
と
は
適
正
設
備
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
現
実
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
の
間
の
差
で
あ
る
か
ら
、
設
備
資
本
の
不
足
が
い
わ
れ
る

場
合
に

は
、
設
備
盗
本
の
適
正
永
準
が
な
に
よ
り
も
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
企
業
家
に
と
っ

て

適
正
な
水
準
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
　
企
業
家
の
行
動
様
式
か
ら
離
れ
て
、
　
設
備
資
本
の
不
足
を
強
調
す
る
こ
と
は
全

く
無
意
味
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
脚
し
て
、
私
は
内
田
氏
の
解
釈
の
う
ち
最
後
の
部
分
に
特
に
注
目
し
た
い
。
周
知

の

冒

図
゜
寓
飴
矯
Φ
ぴ
国
・
国
巳
y
§
鴨
含
畑
禽
味
ミ
鴨
ミ
b
題
詠
皆
き
お
O
刈
　
に
お
い
て
も
、
企
業
に
対
す
る
ア
γ
ヶ
ー
ト
調
査
を
通
し

て
、
競
争
動
機
が
設
備
投
資
の
決
定
要
因
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
私
は
、
、
売
上
高
、
利
潤
と
い
っ
た
要
因
と
設
備
投
資

の

高
い
相
関
閣
係
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
認
め
る
が
、
企
業
家
の
決
意
、
行
動
は
、
競
争
的
諸
条
件
に
よ
っ
て
強
く
影
響
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
の
で
あ
る
の
し
か
も
、
現
実
は
寡
占
的
競
争
で
あ
る
。
寡
占
的
競
争
は
、
独
占
利
潤
の
獲
得
と
い
う
百
的
に
よ

っ

て

窮
極
的
に
制
約
を

う
け
な
が
ら
も
、
自
己
の
ト
レ
ー
ド
、
ポ
ジ
シ
ョ
γ
を
拡
大
、
強
化
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
過
大
な

設
備
投
資
を

強
制
し
よ
う
と
す
る
。



　
設
備
投
資
が
設
備

投
資
を

誘
発
す

る
、
或
い
は
生
産
能
力
の
利
用
度
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
の
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
設
備
投

資
が
続
け

ら
れ
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
過
当
競
争
」
を
特
長
づ
け
る
よ
う
な
状
態
は
、
寡
占
的
競
争
を
貫
く
論
理
が
明
確
に
さ
れ
て
は
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

め

て
、
正
当
な
理
解
が
可
能
と
さ
れ
る
。
私
は
す
で
に
、
そ
の
若
干
の
側
面
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
だ
。
そ
こ
に
お
い
て
、
私
は
、
寡

占
的
競
争
条
件
の
も
と
で
は
、
生
産
能
力
の
適
正
利
用
度
が
低
下
せ
し
め
ら
れ
る
必
然
性
を
指
摘
し
よ
う
と
し
た
。
も
し
こ
の
よ
う
な
必

然
性
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
条
件
に
し
て
変
化
が
な
い
限
り
適
正
利
潤
率
は
低
下
す
る
・
し
か
し
、
適
正
利
潤
率
に
対
し
て
r

は
、
独
占
的
な
制
約
が
作
用
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、

　
ω
　
産
出
係
数
が
で
き
る
限
り
引
き
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
回
　
主
要
費
用
、
特
に
賃
銀
費
用
を
滅
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
誘
因
が
強
く
作
用
す
る
。

　
そ

こ
で
、
個
汝
の
企
業
が
、
寡
占
的
競
争
条
件
の
も
と
で
、
自
己
の
ト
レ
ー
ド
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
強
化
す
る
た
め
に
設
備
投
資
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

生
産
能
力
を

拡
張

し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
程
、
労
働
分
配
率
は
引
き
下
げ
ら
れ
よ
う
と
す
脅
社
会
全
体
を
と
っ
て
み
る
と
、
労
働
分
配

率
の

低
下
を
通
し
て
、
需
要
構
成
は
不
均
等
に
な
る
。
し
か
も
、
需
要
の
拡
張
が
、
こ
の
生
産
能
力
の
拡
大
に
対
応
し
う
る
た
め
に
は
、

ま
す
ま
す
も
っ
て
こ
の
不
均
等
化
が
す
す
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
需
要
創
出
的
な
財
政
支
出
、
・
或
い
は
財
政

投

資
は
、
か
か
る
不
均
等
化
を
緩
和
す
る
も
の
と
し
て
、
寡
占
的
企
業
に
よ
っ
て
歓
迎
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
支
出
は
そ
れ
自
体
と

し
て
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
寡
占
的
競
争
の
不
安
定
性
を
解
消
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
設
備
投
資
の
積
極
化
に
伴
っ
て
あ
ら
わ
れ
る

矛
盾
を
解
消
す
る
こ
と
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
私
た

ち
は
、
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
お
い
て
、
多
く
の
論
者
が
、
日
本
経
済
の
資
本
構
造
的
側
面
を
無
視
レ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
寡
占
的
競
争
条
件
の
も
と
で
の
経
済
成
長
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
理
論
的
に
把
握
さ
れ
な
い
で
、
単
に
統
計
的
な

　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
（
一
三
三
）

瓶



　
　
　
　
日
本
経
済
の
成
長
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
よ
ぜ
て

検
証
に
終
始
す

る
限
り
、
こ
ご
か
ら
は
な
ん
ら
積
極
的
な
成
果
は
か
ち
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

・
＝
二
四
（
一
三
四
）

ω

　
下
村
治
「
日
本
経
済
の
成
長
力
と
成
長
理
論
」
1
前
掲
書
八
日
本
経
済
の
成
長
力
〉
ー
二
二
八
～
≡
一
二
頁
。

②

内
田
忠
夫
「
景
気
変
動
要
日
に
つ
い
て
の
砦
干
の
分
析
」
」
日
本
経
済
新
聞
社
八
研
究
室
資
料
〉
第
二
十
七
号
。
内
田
忠
夫
、
　
渡
辺
経
彦

　
「
日
本
経
済
の
変
動
、
　
一
九
五
T
I
l
一
九
五
六
」
1
八
理
論
経
済
学
〉
一
九
五
九
年
六
月
号
。
江
見
康
一
「
設
備
投
資
の
変
動
」
1
八
景

　
気
変
動

〉
春
秋
社
、
　
一
九
五
九
年
十
月
。
　
柴
山
幸
治
「
戦
後
日
本
の
投
資
函
数
」
i
大
阪
市
立
大
掌
経
済
研
究
所
八
戦
後
景
気
循
環
の
諸
問

　
題

〉
日
本
評
論
新
社
、
一
九
五
九
年
八
月
。
通
産
省
「
昭
和
三
十
四
年
日
本
産
業
の
現
状
」
、
二
八
一
～
二
八
三
頁
。
富
士
銀
行
調
査
部
「
設
備

　
隔
狡
次
貝
苗
幽
数
ノ
ー
ト
」
ー
r
八
調
査
時
ナ
紙
〉
一
九
山
ハ
○
年
二
月
。

㈲
　
江
見
康
，
一
氏
の
前
掲
論
文
。

㈲
　
内
田
氏
の
展
開
し
た
方
程
式
は
、

　
　
　
　
守
1
1
－
b
っ
お
十
〇
』
嵩
く
中
9
0
0
①
肉
吋
⊥

　
V
は
円

民
総
生
産
、
　
穿
i
け
は
前
期
末
設
備
資
本
存
在
量
で
あ
る
。
内
田
忠
夫
八
前
掲
書
〉
。

㈲

　
安
部
一
成
「
生
産
能
力
の
利
用
度
と
投
資
」
i
ー
八
山
口
経
済
掌
雑
誌
〉
第
九
巻
、
第
四
号
。

⑥

　
そ

う
い
う
意
味
で
も
、
生
産
力
係
数
は
引
ぎ
上
げ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ω
　
こ
れ
か
ら
、
労
働
分
配
率
は
、
投
資
率
に
依
存
す
る
と
い
う
関
係
が
み
ち
び
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ

　
れ
は
ヵ

ル

ド
ア
が
展
開
し
た
も
の
と
は
、
堤
ち
た
も
の
で
あ
る
。

’


